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カンボジアの学校に通う生徒との交流が目的の研修だった。

たどり着いたリング村には、電気もガスも水道も無く、村人と

同じ生活を送った。そのため村人達と同じ目線で見えてくる

様々なものを見つけられた様に思う。そして何より人の温かさ

に心を打たれた。言葉は通じなくてもお互い通じ合う何かを感

じた。そのような環境の中、生徒と交流をした。彼らは各々全

員が自分の夢というものをしっかりと持っていて、それに対し

ての学びの姿勢というものは本当に熱心で見習うべきものが

あった。朝は早くから、夜はアルコールランプを使ってまで

も、夢の実現のため、そしてカンボジアの未来のために勉強に

励んでいた。彼らを見ていると、日本での自分の甘さを痛感し

た。しかし、このように学校へ通うことができる子供はわずか

で、ほとんどの子供が学校へも通うことができないというのが

現実であった。長く続いた内戦、ポル・ポト政権等による傷跡

のすさまじさを、身を持って感じた。今、カンボジアは、この

様な教育の問題以外にも地雷、人身売買、ゴミ処理の問題な

ど、様々な大きな問題を背負い復興に向けて動いている。カン

ボジアから帰った今、現地で様々な事に直面し、考えさせられ

たことを一つずつ消化し、彼らが自国を良い形で復興させるこ

とができるよう、これからも支援したいという意欲で一杯で

す。

（ 年 月 日 日 奥田政三教育・研究基金により

カンボジア日本友好学園でのボランティアワーク研修に参加）
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大阪国際大学法政経学部
年次生 笹 慎吾

研修で誓った
カンボジア復興の支援

園大学校 韓 国園大学校 韓 国
城南市（ソウル

近 郊）城南市（ソウル
近 郊）

年教育改革評価「教育改革部門」で最優秀大学に選ばれ、韓国 大名
門私学に着実に近づきつつある 園大学校
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IT分野を特性化
教育改革で最優秀大学に

本学と 年から交流

園
大
学
校
は
、
韓
国
ソ
ウ
ル
近

郊
の
城
南
市
に

年
に
設
立

さ
れ
、
現
在
は

万
人
を
超
え
る
学

部
・
大
学
院
生
と

人
を
超

え
る
教
員
を
抱
え
る
私
立
大
学
で
あ

る
。
学
部
に
は
、
人
文
・
経
商
・
法

政
・
工
科
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
自
然

科
学
等

学
部
が
あ
り
、
こ
の
他
経

営
情
報
大
学
院
を
含
む

大
学
院
、

経
済
経
営
研
究
所
を
含
む

研
究
所
、

教
育
セ
ン
タ
ー
を
含
む

付
属

機
関
を
有
し
て
い
る
。

園
大
学
校
は

世
紀
未
来
社
会

を
導
く
人
材
を
養
う
た
め
に
、
教
育

の
特
性
化
・
専
門
化
に
力
を
入
れ
て

お
り
、
特
に

分
野
の
特
性
化
を

通
じ
、
韓
国
科
学
技
術
の
未
来
に
中

心
的
な
役
割
を
担
お
う
と
い
う
野
心

的
な
計
画
の
下
、

年
に
国

内
大
学
と
し
て
初
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

大
学
（
学
部
）
を
新
設
し
た
。

そ
し
て
韓
国
の
デ
ザ
イ
ン
産
業
を

牽
引
す
る
目
的
で
学
内
に
設
立
さ
れ

た
デ
ザ
イ
ン
総
合
セ
ン
タ
ー
と
合
同

開
発
し
た
特
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
高

積
み
上
げ
て
き
て
い
る
が
、
今
回
の

受
賞
で
羨
望
す
る

大
名
門
私
学
と

い
う
究
極
の
目
標
に
ま
た
さ
ら
に
一

歩
近
づ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

本
学
と

園
大
学
校
と
の
関
係
は
、

年
秋
韓
国
で
の
「
日
本
留

学
フ
ェ
ア
」
の
本
学
ブ
ー
ス
に
担
当

者
が
来
訪
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

先
方
の
代
表
者
が
本
学
を
訪
問
。
金

子
学
長
を
交
え
本
格
的
な
協
議
が
行

な
わ
れ
、
本
年

月
に
は
、
教
員
や

学
生
を
含
む
包
括
的
学
術
交
流
協
定

海
外
協
定
校
派
遣
留
学（
交
換
留
学
）

の
募
集
が
始
ま
っ
て
お
り
、
も
ち
ろ

ん
同
大
学
へ
の
留
学
希
望
者
も
大
歓

迎
で
あ
る
。

同
大
学
に
は
外
国
人
の
た
め
の
韓

国
語
教
育
機
関
（
国
際
語
学
院
）
も

あ
る
。
韓
国
ブ
ー
ム
が
日
本
を
席
巻

し
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
じ
っ
く

り
し
っ
か
り
韓
国
と
向
き
合
っ
て
み

る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

国
際
大
国
際
交
流
課
（
枚
方
）

課
長
代
理

松
岡

泰
司

書
の
調
印
が
同
大
学
で
執
り
行
わ
れ

た
。

月
か
ら

月
に
か
け
て
開
催

さ
れ
た
本
学
と
中
国
東
北
大
学
共
催

「
国
際
セ
ミ
ナ
ー
」
に
、

園
大
学

校
か
ら
朴
眞
秀
教
授
が
参
加
、
約

週
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
期
間
中
活
発

な
発
言
で
セ
ミ
ナ
ー
を
盛
り
上
げ
た
。

続
く

月
に
は
、
本
学
か
ら
同
大

学
へ
第

回
目
の
地
域
研
修
グ
ル
ー

プ
が
派
遣
さ
れ
た
。
こ
の
研
修
に
は

両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
学
生

名
が
参

加
し
、
同
大
学
に
滞
在
し
な
が
ら
韓

国
語
学
習
や
韓
国
文
化
体
験
を
行
い
、

大
き
な
成
果
を
上
げ
た
。

ま
た
、

月
に
は
、
同
大
学
よ
り

名
の
交
換
留
学
生
が
来
日
、
守
口

キ
ャ
ン
パ
ス
留
学
生
別
科
へ
入
学
し

た
。
一
方
、
す
で
に

年
度

く
評
価
さ
れ
、

年
教
育

改
革
評
価
の
「
教
育
改
革
部
門
」

で
最
優
秀
大
学
に
選
ば
れ
て
い
る
。

同
大
学
は
、

年
大
学
総
合
評
価

優
秀
大
学
・

年
大
学
院
総
合
評

価
最
優
秀
大
学
と
着
実
に
実
績
を

経
営
系
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
コ
ー
ス

期
生

国
際
大
経
営
情
報
学
部
経
営
系
の

起
業
・
事
業
創
造
コ
ー
ス
（
経
営
系

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
コ
ー
ス
）
の

年
次

生

人
が
、
月
、「
海
外
事
情
研
修
」

（
担
当

廣
田
章
光
教
授
・
中
野
幹

久
講
師
）
と
し
て
、
米
国
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
の
流
通
企
業
、
サ
ー
ビ
ス
企
業

を
訪
問
し
た
。

同
コ
ー
ス
の

期
生
で
あ
る

人

は
、

年
次
の
「
情
報
創
造
力
実
習
」

で
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
、

な
ど

国
内
企
業
の
実
態
を
視
察
・
調
査
し
、

事
業
モ
デ
ル
に
つ
い
て
学
習
。
ま

た

年
次
の
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ

人
、
米
国
で
充
実
の
研
修

人
、
米
国
で
充
実
の
研
修

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
企

業
の
運
営
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
講
師
に

招
き
、
顧
客
を
満
足
さ
せ
る
た
め
の

基
礎
理
論
と
現
実
の
仕
組
み
に
つ
い

て
学
習
し
て
き
た
。

今
回
の
「
海
外
事
情
研
修
」
は
、

事
業
創
造
に
お
け
る
、
海
外
の
市
場

の
視
点
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
流
通
、
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
は
、

顧
客
、
そ
し
て
企
業
共
に
世
界
の
最

先
端
で
あ
る
米
国
を
訪
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

月

日
か
ら

日
の
日
程
で
、

デ
ザ
ー
ト
ヒ
ル
ズ
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
や

ウ
ォ
ル
マ
ー
ト

な
ど
各
企
業
を

訪
問
し
た
。
プ
ロ
の
流
通
関
係
者
な

ど
が
視
察
や
研
修
で
ま
わ
る
よ
う
な

コ
ー
ス
を
設
定
し
、
企
業
の
担
当
者

と
直
接
話
を
す
る
機
会
を
得
た
こ
と

は
、
通
常
の
観
光
コ
ー
ス
と
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
。

参
加
し
た
学
生
た
ち
は
、「
驚
か

さ
れ
た
の
は
返
品
可
な
ど
顧
客
の
我

が
ま
ま
を
受
け
入
れ
る
こ
と
。
こ
れ

は
日
本
に
は
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い

部
分
で
あ
り
、
一
般
化
す
る
の
は
難

し
い
と
感
じ
た
。
ま
た
、
異
文
化
に

触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
に
は

今
、
何
が
足
り
な
く
て
必
要
な
も
の

は
何
か
、見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
」

（
石
田
陽
平
さ
ん
）、「
ア
メ
リ
カ
と

い
う
国
を
見
て
、
日
本
だ
け
で
は
な

く
、
他
の
国
で
も
仕
事
を
し
て
み
よ

う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、
自
分
の

中
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
っ

た
よ
う
な
気
が
す
る
。
こ
れ
は
、
ア

ジ
ア
な
ど
も
含
め
い
ろ
ん
な
経
験
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
広

が
っ
て
い
く
と
思
う
」（
竹
森
久
敬

さ
ん
）、「
こ
れ
か
ら
自
分
が
創
っ
て

い
く
人
生
の
中
に
取
り
込
め
る
要
素

を
た
く
さ
ん
見
て
き
た
。
あ
と
は
こ

れ
を
ど
う
生
か
す
か
、
こ
れ
か
ら
ど

れ
だ
け
高
い
意
識
で
学
ぶ
こ
と
を
や

め
な
い
か
。
生
か
す
も
殺
す
も
自
分

次
第
で
あ
る
。
こ
れ
を
た
だ
の
思
い

出
に
し
な
い
よ
う
、
勉
強
に
励
み
ま

す
」（
絹
巻
幸
緒
さ
ん
）
と
帰
国
後

の
レ
ポ
ー
ト
で
述
べ
て
い
る
。

各
々
の
人
生
に
お
い
て
ヒ
ン
ト
を

得
て
、
飛
躍
の
ス
テ
ッ
プ
に
し
よ
う

と
意
欲
に
燃
え
る
一
期
生

人
の
さ

ら
な
る
努
力
と
今
後
を
見
守
り
た
い
。

米国の店舗を視察する学生たち

中国の浙江万里学院
校目の海外協定校

国
際
大
は
、
中
国

の
浙
江
万
里
学
院
と

月

日
付
け
で
、

交
流
協
定
を
結
ん
だ
。

こ
れ
で
、
大
学
の
海

外
協
定
校
は

校
目
、

中
国
（
香
港
含
む
）

の
大
学
で
は

大
学

目
と
な
る
。

同
学
院
は
、
学
生

数
は
現
在
、
文
系
・

理
系

学
部
（
文
化

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
外
国
語
、
法
律
、
芸
術
、
商
学
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
電
子
工
学
、
生

物
等
）
で

人
。
国
際

交
流
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
特
に

イ
ギ
リ
ス
の
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
大
学

と
は
共
同
で
寧
波
に
、
寧
波

ノ
ッ

テ
ィ
ン
ガ
ム
大
学
を
設
立
し
、
イ
ギ

リ
ス
よ
り
学
長
以
下
教
員
が
派
遣
さ

れ
、
中
国
人
の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア

各
国
か
ら
の
学
生
に
英
語
に
よ
る
教

育
を
行
っ
て
い
る
。
浙
江
デ
ル
タ
地

帯
の
経
済
発
展
と
共
に
、
中
国
全
土

で
も
私
大
の
成
功
例
と
し
て
認
め
ら

れ
て
い
る
。

そ
の
源
は
、
元
々
蒋
介
石
が
生
地

の
奉
化
に
樹
て
た
武
林
大
学
で
あ
り
、

本
学
の
瀋
陽
に
お
け
る
協
定
校
の
東

北
大
学
の
創
設
者
が
張
学
良
で
あ
る

こ
と
は
奇
し
き
因
縁
と
い
え
そ
う
だ
。

国
際
大
と
の
交
流
提
携
の
第
一
歩

と
し
て
は
、
浙
江
万
里
学
院
で

月

に

年
制
の
日
本
語
学
科
を
卒
業
し

た
学
生
た
ち
が
、
平
成

年

月
、

本
学

年
次
編
入
や
留
学
生
別
科
に

入
学
し
て
く
る
予
定
。

守
口
市
現
代
南
画
美
術
館
は
、
直

原
玉
青
画
伯
を
は
じ
め
日
本
南
画
院

等
の
著
名
な
作
家
か
ら
優
れ
た
作
品

の
寄
贈
を
受
け
、

現
代
南
画
を
常
設

展
示
す
る
国
内
唯

一
の
美
術
館
。
南

画
は
、
水
墨
を
基

調
と
し
た
東
洋
画

で
、
中
国
か
ら
渡

来
し
た
南
宗
画
を

伝
承
し
た
絵
画
。

個
性
溢
れ
る
作
品
は
、
常
に
自
然

と
の
対
話
の
中
で
水
と
墨
と
紙
と
が

一
体
と
な
っ
て
描
き
出
さ
れ
る
南
画

の
魅
力
、
洗
練
さ
れ
た
美
意
識
や
高

い
精
神
性
は
観
る
人
を
魅
了
し
、
素

晴
ら
し
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

今
日
、
美
術
館
を
と
り
ま
く
環
境

は
厳
し
く
、
美
術
館
の
入
場
者
が
激

減
し
、
官
民
に
留
ま
ら
ず
存
続
の
危

機
に
直
面
し
て
い
る
。
地
方
自
治
法

の
改
正
に
伴
い
指
定
管
理
者
制
度
が

検
討
さ
れ
る
な
ど
課
題
が
山
積
し
て

い
る
。

ど
ん
な
理
由
に
せ
よ
、
文
化
に
影

響
が
生
じ
て
は
な
ら
な
い
。
企
画
展

を
開
催
し
て
も
入
場
者
の
大
半
が
シ

ニ
ア
層
で
若
い
世
代
は
少
な
い
。
美

術
館
が
大
衆
的
に
近
づ
き
に
く
い
要

因
の
一
つ
に
、
幼
少
時
に
美
術
館
と

の
接
触
が
な
く
体
感
す
る
こ
と
が
な

か
っ
た
こ
と
、
文
化
の
理
解
の
第
一

歩
は
、
こ
の
幼
少
期
に
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

学
校
五
日
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
影

響
で
、
自
由
な
感
性
や
発
想
を
育
て
、

自
己
表
現
の
大
切
さ
を
伝
え
る
美
術

や
図
工
の
時
間
が
減
っ
て
い
く
こ
と

を
危
惧
し
て
い
る
。

鑑
賞
教
育
・
総
合

的
な
学
習
の
時
間

な
ど
美
術
館
を
舞

台
と
す
る
学
習
機

会
が
拡
大
し
て
お

り
、
学
校
と
の
密

接
な
連
携
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
美
術
館
の
使
命
と
役

割
は
大
き
い
。

次
の
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
、

美
術
館
が
、
地
域
文
化
の
核
と
し
て

「
南
画
の
心
の
故
郷
・
守
口
」
を
目

指
し
、
現
代
南
画
の
魅
力
を
全
国
へ

発
信
し
続
け
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

直

言

守
口
市
現
代
南
画
美
術
館館

長

大
倉

豪
美

守
口
市
現
代
南
画
美
術
館館

長

大
倉

豪
美

地
域
文
化
の
創
造

地
域
文
化
の
創
造

「
南
画
の
心
の
故
郷
守
口
」

「
南
画
の
心
の
故
郷
守
口
」

国際大経情
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『
人
権
啓
発
特
別
週
間
』を
実
施

『
人
権
啓
発
特
別
週
間
』を
実
施
大
学

短
大
大
学

短
大

人間を尊厳する心を
アンケート調査

「いじめ」「人権」への意識薄い

月 日から 月 日まで講演会が実施され、学生・教職員が耳を傾けた。

こ
の
人
権
教
育
講
演
会
を
実
施
し

た
の
は
、

月

日
に
枚
方
キ
ャ
ン

パ
ス
の
学
友
会
室
内
の
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
に
ビ
ラ
が
貼
ら
れ
て
い
た
こ

と
に
遡
り
ま
す
。
ビ
ラ
に
は
要
注
意

人
物
と
い
う
文
字
の
下
に
写
真
が
入

り
、
そ
の
下
に
日
本
語
・
英
語
・
中

国
語
で
「
こ
の
人
物
は
、

か

ら

へ
引
越
し
を
し
た

と
い

う
部
落
の
人
間
で
す
。
女
性
留
学
生

お
よ
び
女
子
部
員
は
気
を
付
け
て

ね
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
（
英
語

と
中
国
語
は
ネ
ッ
ト
の
翻
訳
サ
イ
ト

を
利
用
し
た
も
の
で
日
本
語
の
意
味

ど
お
り
に
は
訳
さ
れ
て
い
な
い
）。

こ
の
事
件
に
関
与
し
た
学
生
の
事

情
聴
取
を
お
こ
な
い
、
関
与
し
た
学

生
は
処
分
を
受
け
、
そ
の
後
の
人
権

教
育
も
受
け
て
い
ま
す
が
、
理
由
は

い
か
に
あ
れ
、
ひ
と
り
の
人
間
を
言

わ
れ
な
き
偏
見
に
よ
る
部
落
差
別
に

よ
っ
て
誹
謗
中
傷
す
る
こ
の
事
実
を

容
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
関
し
て

月

日
付
で
大

学
学
長
と
短
期
大
学
部
学
長
の
連
名

で「
人
権
尊
重
・
自
由
平
等
」が
キ
ャ

ン
パ
ス
に
貼
り
出
さ
れ
、

月

日

付
で
は
教
職
員
に
「
差
別
を
な
く
す

た
め
に
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、
学
生
の

人
権
教
育
に
関
す
る
教
育
講
演
会
が

開
催
さ
れ
る
旨
が
伝
達
さ
れ
、
教
職

員
の
方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
ま
た

月

日
に
は
大
学
学

長
名
で
「
差
別
と
人
権
教
育
」
の
タ

イ
ト
ル
の
も
と
、
今
回
の
学
内
「
人

権
啓
発
特
別
週
間
」
の
実
施
と
そ
の

趣
旨
が
全
教
員
・
職
員
・
学
生
に
向

け
て
掲
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
今
回
の
出
来
事
は
、
前

期
に
全
学
生
対
象
に
人
権
啓
発
の
映

画
会
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た

結
果
か
ら
識
字
問
題
、
い
じ
め
問
題
、

人
権
問
題
に
つ
い
て
、
本
学
の
学
生

の
多
く
が
あ
ま
り
真
剣
に
考
え
て
い

な
い
こ
と
が
う
か
が
え
、
つ
ま
り
こ

れ
ら
問
題
に
つ
い
て
の
認
識
、
人
権

意
識
が
希
薄
で
は
な
い
か
と
の
結
果

が
出
ま
し
た
。

私
ど
も
人
権
啓
発
委
員
会
は
こ
の

事
実
を
謙
虚
に
受
け
と
め
、
今
回
の

人
権
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
人

権
の
世
紀
と
い
わ
れ
る

世
紀
に
活

躍
し
て
い
く
べ
き
学
生
に
は
、
国
際

人
に
相
応
し
く
、
人
権
意
識
を
も
ち
、

人
間
を
尊
厳
す
る
心
を
養
っ
て
頂
き

た
い
。「
鉄
は
熱
い
う
ち
に
打
て
」

と
い
う
諺
を
念
頭
に
、
こ
の
事
件
の

衝
撃
が
薄
れ
て
し
ま
わ
な
い
う
ち
に
、

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
講
演

会
を
実
施
す
る
に
至
っ
た
動
機
か
ら
、

テ
ー
マ
も
人
権
問
題
と
し
て
の
部
落

差
別
が
中
心
で
す
。
全
学
生
、
全
教

職
員
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

回
、

枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

回
の
講
演

会
を
も
ち
ま
し
た
。

講
師
の
先
生
方
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

奥
田

均
（
近
畿
大
学

人
権
問
題

研
究
所
教
授
「
差
別
問
題
と
人
権
を

考
え
る
」）

川
瀬
俊
治
（
帝
塚
山
大
学
・
天
理
大

学

兼
任
講
師
「
水
平
社
宣
言
を
読

む
」）

栗
林
輝
夫
（
関
西
学
院
大
学

法
学

部
教
授「
今
、部
落
差
別
を
考
え
る
」）

竹
村
登
茂
子
（
読
売
新
聞
大
阪
本
社

地
方
部
次
長
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と

し
て

差
別
と
の
戦
い
」）

友
永
健
三
（
社
団
法
人

部
落
解

放
・
人
権
研
究
所
所
長
「
部
落
差
別

を
ど
う
と
ら
え
る
か
」）

中
村
清
二
（
社
団
法
人

部
落
解

放
・
人
権
研
究
所
研
究
部
長
「
現
在

の
部
落
問
題
を
考
え
る
」）

畑

律
江
（
毎
日
新
聞

学
芸
部
編

集
委
員
「
足
元
の
『
気
づ
き
』
か
ら

始
め
よ
う
」）

福
田
雅
子
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
「
人

間
は
尊
敬
す
べ
き
も
の

私
の
取
材

ノ
ー
ト
か
ら

」）

宮
本
二
美
生
（
本
学

人
間
科
学
部

教
授
「
差
別
と
向
き
あ
う
、
自
分
と

向
き
あ
う
」）

八
木
晃
介
（
花
園
大
学

文
学
部
教

授

花
園
大
学

人
権
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
所
長
「
部
落
差
別
問
題
を
考

え
る
視
点
」）

今
回
の
講
演
会
だ
け
で
す
べ
て
が

解
決
で
き
る
も
の
と
は
決
し
て
思
っ

て
お
り
ま
せ
ん
し
、
残
さ
れ
た
課
題

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
積
極

的
に
人
権
啓
発
活
動
は
し
て
い
く
べ

き
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大
学
・
短
大
人
権
啓
発
委
員
会

委
員
長

鎌
野
多
美
子

講
義
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
読
売
新

聞
大
阪
本
社
編
集
局
長
の
河
内
鏡
太

郎
氏
の
講
演
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と

し
て
生
き
る

プ
ロ
と
は
何
か
」
を

聴
き
、
夜
は
「
プ
ロ
と
は
何
か
」
を

テ
ー
マ
に
語
り
合
っ
た
。

日
も
講

義
は
び
っ
し
り
続
き
、
午
後
に
は
元

共
同
通
信
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長
の
金

子
敦
郎
学
長
の
講
演
「
世
界

日
本

ア
ジ
ア

未
来
へ
の
視
点
」
を
聴
い

た
後
、
前
日
に
引
き
続
い
て
夜
更
け

ま
で
「
未
来
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ

に
熱
く
語
り
合
っ
た
。

こ
の
講
座
は

年
次
生
ま
で
の

コ
ー
ス
で
、

年
目
に
な
る

期
生

は
、
も
う
す
ぐ
修
了
。
講
座
で
得
た

か
け
が
え
の
な
い
経
験
を
胸
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
道
に
向
か
っ
て
歩
み
出
す

こ
と
に
な
る
。

初日の交野市 奥野参事の授業の様子

年
金
制
度
、
税
務
事
務
な
ど
学
ぶ

自
治
体
職
員
を
講
師
に
法政経松下教授
「地域連携授業」

人
参
加
、熱
気
の
夏
期
合
宿

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
特
訓
講
座

地
元
自
治
体
か
ら
講
師
を
招
き
政

策
課
題
を
学
ぶ
連
続
授
業

地
域
連

携
授
業

が
、
法
政
経
学
部
松
下
啓

一
教
授
の

年
次
生
の
基
礎
演
習

「
地
方
自
治
の
政
策
課
題
」
で
行
わ

れ
て
い
る
。

こ
の
試
み
は
、
自
治
体
の
政
策
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
第
一
線
の
職

員
に
、
そ
の
現
状
、
課
題
、
展
望
等

を
講
義
し
て
も
ら
う
も
の
。
講
師
は

全
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
大
学
の
地

元
北
河
内
地
区
を
中
心
に
府
下

自

治
体
の
市
役
所
か
ら
招
き
、

月

日
か
ら
来
年

月

日
ま
で
毎
週
火

曜
日
、「
国
民
年
金
制
度
」「
地
方
税

制
度
の
現
状
、
税
務
事
務
の
実
際
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
講
義

が
続
く
。

学
生
に
と
っ
て
は
、
現
場
の
生
の

声
を
聴
く
こ
と
で
、
地
域
や
社
会
問

題
に
対
す
る
関
心
が
喚
起
さ
れ
る
と

共
に
、

年
次
以
降
の
自
身
の
動
機

づ
け
と
も
な
る
。
学
生
は

人
一
組

に
な
り
、
講
師
へ
の
メ
ー
ル
連
絡
、

司
会
、
記
録
な
ど
を
各
授
業
で
担
当
、

非
礼
の
な
い
よ
う
メ
ー
ル
を
送
る
の

も
社
会
活
動
と
し
て
大
切
な
第
一
歩

だ
。ま

た
、
大
学
に
と
っ
て
地
域
連
携

の
一
環
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
市
役
所
と
し
て
も
、
市
民
と

協
働
す
る
自
治
体
づ
く
り
に
向
け
、

大
学
と
の
連
携
に
よ
る
効
果
に
は
期

待
が
か
か
る
。

初
日
の

月

日
に
は
交
野
市
総

務
部
参
事

奥
野
一
志
氏
に
よ
る
講

義
「
ま
ち
づ
く
り
」
が
行
わ
れ
た
。

奥
野
氏
は
「
市
民
の
ニ
ー
ズ
が
多
様

化
す
る
中
、
行
政
が
で
き
る
だ
け

様
々
な
立
場
の
人
の
声
を
取
り
入
れ

る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

大
学
生
の
柔
軟
な
考
え
を
き
き
、

行
政
に
活
か
し
て
い
け
れ
ば
」
と
連

携
授
業
の
意
義
を
述
べ
、「
ま
ち
づ

く
り

は
ま
ず
自
分
で
歩
く
こ
と
か

ら
始
ま
る
。
歩
き
、
ま
ち
を
よ
く
知

り
、
自
分
自
身
の
発
見
を
し
て
ほ
し

い
。
そ
れ
を
い
か
に
活
か
し
て
い
く

か
に
、

ま
ち
づ
く
り

の
お
も
し

ろ
さ
が
あ
る
」
と
大
学
生
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
語
っ
た
。

マ
「
世
界

日
本

ア
ジ
ア

未
来

へ
の
視
点

」。
学
生
た
ち
は
、
多

く
の
テ
キ
ス
ト
を
読
み
、
小
論
文
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
な
ど
の
課
題
を
こ
な
し

て
当
日
を
迎
え
た
。

初
日
は
、
開
講
式
・
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、

・

期
生
と

期
生
に
分
か
れ
た
講
義
及
び
合
同

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
特
訓
講
座
の
夏

期
研
修
合
宿
が
、

月

日
か
ら

日
の

泊

日
で
今
年
も
行
わ
れ
た
。

回
目
を
迎
え
る
こ
の
合
宿
、

期

生
か
ら

期
生
ま
で
の
総
勢

人
が

参
加
し
た
。

今
回
の
会
場
は
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ

ジ
交
野
（
交
野
市
私
市
）
で
、
テ
ー

カルシウム摂ろう

チーズ料理
に舌つづみ
守口体育会部員

楽しみながら つのメニューに取り組む
体育会部員たち

わ
れ
た
。

栄
養
改
善
普
及
会
・

チ
ー
ズ
普
及
協
議
会
、
大
学
生
涯
健

康
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
初

め
て
行
わ
れ
た
こ
の
講
習
会
は
、
日

常
不
足
し
が
ち
な
栄
養
素
で
あ
る
カ

ル
シ
ウ
ム
を
上
手
に
摂
取
す
る
た
め
、

カ
ル
シ
ウ
ム
の
体
内
吸
収
率
が
高
い

チ
ー
ズ
料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増

や
そ
う
と
い
う
も
の
。

特
に
激
し
く
身
体
を
動
か
す
運
動

部
員
に
、
栄
養
面
で
の
認
識
を
深
め

て
も
ら
い
健
康
管
理
に
役
立
て
て
も

ら
い
た
い
と
の
思
い
で
開
催
さ
れ
た
。

講
師
は
、
管
理
栄
養
士
で
生
涯
健

康
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
委
員
の
米
浪

直
子
家
政
科
助
教
授
、
助
手
を
管
理

栄
養
士

堤

邦
子
氏
が
務
め
た
。

号
館
の
食
品
学
実
習
室
に
、

人

の
運
動
部
員
が
集
ま
り
、講
義「
チ
ー

ズ
の
栄
養
と
料
理
」
の
後
、「
ミ
ラ

ノ
風
カ
ツ
レ
ツ
」「
モ
ッ
ツ
ア
レ
ラ

チ
ー
ズ
と
ト
マ
ト
の
サ
ラ
ダ
」
な
ど

つ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
と
り
か
か
っ
た
。

見
事
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
早
々
に
作

り
終
え
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
グ

ル
ー
プ
、
エ
プ
ロ
ン
姿
で
普
段
と

違
っ
た
表
情
を
見
せ
る
陸
上
競
技
部

員
な
ど
様
子
は
さ
ま
ざ
ま
。
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
無
事

作
り
終
え
る
と
、
皆
「
お
い
し
い
！
」

と
満
足
げ
に
試
食
し
て
い
た
。

月

日
、
大
学
・
短
大
体
育
会

所
属
運
動
部
員
を
対
象
に
守
口
キ
ャ

ン
パ
ス
で
チ
ー
ズ
料
理
講
習
会
が
行

委
員
会
設
置

学
生
生
活
を
総
括

エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
講
座
生

人

大
学
の
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
講
座
生

人
が
、
卒
業
を
前
に
充
実
し
た
学
生

生
活
の
総
括
と
し
て

つ
の
委
員
会

を
設
置
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
に

励
ん
で
い
る
。

「
人
と
組
織
」に
つ
い
て
実
践
的
・

科
学
的
理
解
を
目
指
し
て
、
担
当
の

東
田
晋
三
講
師
と
学
生
た
ち
の
自
主

活
動
を
結
び
付
け
た
ス
タ
イ
ル
で
作

り
上
げ
て
き
た
同
講
座
。
委
員
会
は
、

「

」、「（

年
次
生
就

職
活
動
の
た
め
の
）テ
キ
ス
ト
制
作
」、

「
合
宿
及
び
懇
親
会
企
画
実
行
」、

「『

』（
就
職
体
験
談
集
）

制
作
」、「
卒
業
ア
ル
バ
ム
制
作
」、「
卒

業
式
企
画
実
行
」、「
企
業
研
究
発
表

会
」
の

つ
で
、
学
生
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
討
論
・
調
査
・
検
討
を
重
ね
な

が
ら
自
主
的
に
運
営
し
て
い
る
。

合
宿
は
、
す
で
に

月

日
か
ら

日
に
、
滋
賀
県
・
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
山
東
で
実
施
済
み
。
町
営
体
育
館

を
借
り
切
っ
て
の
大
運
動
会
、
ロ
グ

ハ
ウ
ス
で
の
懇
親
会
な
ど
で
、
講
座

生
の
結
束
は
さ
ら
に
固
ま
っ
た
。

ま
た
、

委
員
会
の
企
画
す
る

「
本
気
で
就
職
し
た
い

回
生
へ

就
活
の
コ
ツ
教
え
ま
す
」
は

月

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
企
業
と
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
を
防
ぎ
、
本
当
の
意
味
で
就

職
活
動
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、

回

生
が
受
身
で
な
く
自
ら
率
先
し
て
動

い
て
い
け
る
よ
う
、
委
員
会
メ
ン

バ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。



あの顔この顔 旧交温めるあの顔この顔 旧交温める
「なでしこ会」 周年記念総会「なでしこ会」 周年記念総会

約 人が集まり盛大に行われた女子大同窓会

と
な
り
ま
し
た
。

少
し
複
雑
な
思
い
に
包
ま
れ
た
も

の
の
、
嬉
し
い
事
に
、
会
場
に
は
今

も
ハ
ツ
ラ
ツ
と
さ
れ
た
恩
師
の
方
々
、

新
婚
ホ
ヤ
ホ
ヤ
（
！
）
名
誉
会
長

奥
田
吾
朗
ご
夫
妻
も
、
お
祝
い
に
か

け
つ
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

期
生
の
大
先
輩
か
ら
卒
業
間
も
な

い
若
々
し
い
後
輩
達
な
ど
、
懐
か
し

い
顔
が
揃
い
ま
し
た
。

最
後
は
、
あ
ら
ゆ
る
想
い
を
胸
に
、

期
生
の
中
道
雅
代
様
の
伴
奏
で
、

学
園
歌
を
斉
唱
。
盛
会
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
諸
先
生

方
や
会
員
の
皆
様
方
、
ま
た
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
実
行
委
員
長
の
東

妙
子
様
を
は
じ
め
、
学
内
・
学
外
の

役
員
の
方
々
に
、
紙
面
を
お
借
り
し

ま
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
な
で
し
こ
の
会
会
長

森
村
科
子
）

女子大最後の同窓会 盛会のうち閉じる女子大最後の同窓会 盛会のうち閉じる

月

日
、
ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
「
瑞
鳥
」
で
、『
な

で
し
こ
の
会
同
窓
会

周
年
記
念
総

会
』
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
総
会
は
、

周
年
以
来

年
ぶ
り
の
記
念
同
窓
会
で
あ
り
、
ま

た
女
子
大
と
し
て
は
最
後
の
同
窓
会

フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ク
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
好
評

フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ク
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
好
評

今
年
度
、
兵
庫
県
立
母
と
子
の
島
で
行
わ
れ
た

学
外
セ
ミ
ナ
ー

大
学
生
活
の
満
足
度
ア
ッ
プ

心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

対
人
関
係
能
力
が
向
上

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
セ

ミ
ナ
ー
は
、
学
生
の
対
人
関
係
能
力

向
上
を
目
的
と
し
て

年
度

よ
り
始
め
た
人
間
科
学
部
心
理
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
取
り
組

み
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
対
人
関
係
能
力
と
は
、

自
分
の
力
を
見
極
め
る
自
己
分
析

力

他
人
の
気
持
ち
を
知
り
、
適
切

な
自
己
表
現
が
で
き
る
対
人
関
係
力

集
団
に
適
応
し
、
集
団
を
活
性
化

さ
せ
る
集
団
適
応
・
活
性
化
力
で
あ

る
。こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
よ
う

な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。

学
内
お
よ
び
野
外
を
含
め
た
あ
ら

ゆ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
を
使
用
す
る
。

体
験
を
通
じ
て
心
理
学
の
お
も
し

ろ
さ
が
実
感
で
き
る
。

学
生
参
加
型
と
い
う
よ
り
学
生
主

導
型
の
活
動
を
通
じ
た
、
積
極
的
、

協
力
的
な
目
標
達
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

学
年
が
上
が
る
に
従
っ
て
、
個
人

対
人

集
団
と
重
点
の
比
率
が
変

わ
る
。年

次
生
で
は
自
己
お
よ
び
対
人

関
係
に
比
重
が
あ
り
、

年
次
生
は

対
人
関
係
、

年
次
生
は
集
団
に
重

点
を
置
く
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
学
内

（

日
）
お
よ
び
学
外
（

泊

日
）

の

回
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
複
数
の
ワ
ー
ク
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。

学
生
か
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す

る
評
価
を
見
る
と
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
集

団
で
の
課
題
を
通
し
て
自
己
を
振
り

返
り
、
自
分
へ
の
信
頼
感
や
他
人
へ

の
信
頼
感
を
よ
り
強
め
、
そ
れ
に

よ
っ
て
自
信
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
と
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
大
学
へ
の
適
応
を
促
進
し
、
こ

の
大
学
に
来
て
よ
か
っ
た
と
い
う
満

足
感
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
、
全
国
的
に
も
数
少
な
い
試
み
で

あ
る
。

（
国
際
大
人
間
科
学
部
心
理
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

助
教
授

小
牧
一
裕
）

笑
顔
、歓
声
弾
け
る

笑
顔
、歓
声
弾
け
る
第

回
ふ
れ
あ
い
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

第

回
ふ
れ
あ
い
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
研

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
研

「うまくできるかな？」紙飛行機作りに励む子供たちとボランティア活動研究会

手づくり紙飛行機競争
昼食のカレー作り挑戦
ミニコンサートの観賞

小学生 人楽しむ

学
園
・
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の

小
学
生
を
対
象
に
し
た
、
学
び
か
つ

遊
ぶ「
ふ
れ
あ
い
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」

が
、

月

日
か
ら

日
ま
で
の

日
間
、
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
。
今
年
で

回
目
を
迎
え
る
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
だ
が
、
今
回
は
前
回

の

倍
以
上
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

最
終
的
に
は

人
の
小
学
生
が
参
加

し
た
。
同
ス
ク
ー
ル
の
目
的
は
、
地

域
交
流
を
標
榜
す
る
学
園
が
行
っ
て

い
る
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
、
奥
田
メ

モ
リ
ア
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加

し
た
地
域
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
浄

財
を
活
動
の
原
資
と
し
て
、
大
学
・

短
大
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
研
究
会

（
顧
問
・
世
戸
俊
男
教
授
、
部
長
・

古
用
美
紀
子
）
が
企
画
運
営
、
実
施

し
て
い
る
も
の
。

開
催
初
日
の

日
、
参
加
生
徒
全

員
が
教
室
に
集
合
。
開
校
宣
言
の
あ

と
、

班
に
分
か
れ
各
班
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
旗
作
り
に
励
ん
だ
。
あ
ら

か
じ
め
作
ら
れ
た
旗
の
布
地
に
班
名

と
絵
文
字
や
寄
せ
書
き
を
自
由
に
書

き
込
む
も
の
だ
が
、
班
分
け
は
学
年

ご
と
に
し
て
お
り
、
そ
の
出
来
栄
え

は
様
々
。
中
に
は
、
上
下
逆
さ
ま
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
旗
も
あ
っ
た
。
午

後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
班
ご
と
に
大
学
内

を
観
て
ま
わ
る
校
内
見
学
に
移
り
、

蝉
時
雨
の
中
、
笑
顔
一
杯
で
歩
き
ま

わ
っ
て
い
た
。

日
目
は
、
京
阪
電
車
を
使
っ
て

石
清
水
八
幡
宮
ま
で
の
遠
足
。
夏
の

日
差
し
を
も
の
と
も
せ
ず
、
帰
校
し

た
時
は
日
焼
け
し
た
顔
で
一
杯
だ
っ

た
。

日
目
、
午
前
中
は
紙
飛
行
機

作
り
。
出
来
上
が
っ
た
飛
行
機
を
遠

く
に
飛
ば
す
競
争
を
体
育
館
で
お
こ

な
っ
た
後
、
昼
食
の
カ
レ
ー
作
り
に

挑
戦
。
包
丁
を
持
っ
て
野
菜
を
カ
ッ

ト
。
卵
の
目
玉
焼
き
づ
く
り
に
と
は

し
ゃ
ぐ
声
は
絶
え
間
な
か
っ
た
。

午
後
は
、
東
町

丁
目
の
松
本
町

会
長
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
の
鑑
賞
や
新

聞
紙
を
使
っ
て
の
帽
子
作
り
に
い
そ

し
ん
だ
。最
終
日
の

日
目
は
、ド
ッ

チ
ボ
ー
ル
で
汗
を
流
し
た
後
、
幻
の

童
謡
詩
人
「
金
子
み
す
ず
」
の
詩
集

を
ギ
タ
ー
演
奏
と
歌
で
奏
で
る
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
（
出
演

藤
山
一
男
・

由
美
夫
妻
）
を
楽
し
み
、
全
員
が
「
ふ

れ
あ
い
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
の
修
了

証
書
を
世
戸
先
生
か
ら
ひ
と
り
ず
つ

受
け
取
り
笑
顔
で
一
杯
の

日
間
を

終
了
し
た
。

初
の
混
声
合
唱
で

大学・短大
合唱部

歌
う
喜
び
新
た
に

守
口
老
人
ホ
ー
ム
で
お
披
露
目

男
女
が
心
を
一
つ
に
し
て
練
習
の
成
果
を
披
露

し
た

大
学
・
短
大
合
唱
部
の
学
生

人

が
、

月

日
、
守
口
老
人
保
健
施

設

ラ
ガ
ー
ル
を
訪
れ
「
第

回
ひ

ま
わ
り
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
い
た
。

企
画
・
指
導
・
演
奏
は
短
大
幼
児
教

育
科

植
田
光
子
教
授
。

こ
れ
ま
で
、
女
子
の
み
で
合
唱
編

成
し
て
い
た
が
、
男
女
共
学
化
に
よ

り
男
子
部
員
が
入
部
。
今
回
初
め
て

混
声
合
唱
と
し
て
お
披
露
目
を
し
た
。

「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」「
憧
れ

の
ハ
ワ
イ
航
路
」
な
ど
、
全

曲
を

歌
っ
た
部
員
た
ち
は
、
施
設
の
人
々

の
反
響
に
、
自
分
達
の
歌
声
で
人
の

心
を
明
る
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
実
感
、
歌
う
喜
び
を
新
た
に
し

た
。ま

た
、

月

日
に
は
鶴
見
区
の

老
人
保
健
施
設

ラ
ガ
ー
ル
で
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
行
う
。

課
外
活
動

（
敬
称
略
）

国
際
大

・

国
体
岡
山
県
代
表

山
岳

三
宅
栄
臣
（
人
健

）

大
和
田
中
・
高
校

第

回
全
国
硬
筆
作
品
展
覧
会

高
校

団
体
賞

審
査
員
長
賞

個
人
賞

守
口
市
長
賞

桐
畑
友
希

（

）、守
口
市
会
議
長
賞

西
浦
友
美（

）、

大
阪
府

協
議
会
賞

加
藤
千
春

（

）

勝
田
晶
子
（

）、
日
本
芸
術
振

興
学
会
賞

橋
佳
代
（

）

山
口
琴

世
（

）、
日
本
書
道
芸
術
連
盟
協
議
会
賞

池

愛
雅
莉
（

）

美
濃
彩
加
（

）、

日
本
書
道
教
育
連
盟
賞

伊
達
敦
子
（

）

山
出
祥
尊
（

）、
全
日
本
青
少
年
書
道

振
興
協
会
賞

宇
野
葉
子
（

）

土
方

千
恵
（

）、
大
阪
市

協
議
会
賞

山
下
知
美
（

）

伊
藤
ゆ
う
大
（

）

中
学

団
体
賞

大
阪
府
教
育
委
員
会
賞

個
人
賞

大
阪
府
教
育
委
員
会
賞

宮

崎
友
梨
（

）、
守
口
市
長
賞

伊
藤
弓
貴

（

）、
守
口
市
会
議
長
賞

岩
崎
紗
也
加

（

）、
大
阪
府

協
議
会
賞

松
波

茜
（

）、
日
本
芸
術
振
興
学
会
賞

枡
田

優
奈
（

）、
日
本
書
道
芸
術
連
盟
協
議
会

賞

浜
道

彩
（

）、
日
本
書
道
教
育
連

盟
賞

谷
口

彩
（

）、
全
日
本
青
少
年

書
道
振
興
協
会
賞

森
本
菜
津
美
（

）、

井
田
真
奈
美
（

）、
大
阪
市

協
議

会
賞

津
川
久
瑠
美
（

）

武
庫
川
女
子
大
学
主
催

全
国
高
等
学
校
書
道
展（

発
表
）

特
選
賞

土
方
千
恵
（

）、
勝
田
晶
子

（

）
幼
稚
園
絵
画
表
彰
（
敬
称
略
）

産
経
新
聞
社
主
催
『
お
父
さ
ん
頑

張
れ
似
顔
絵
全
国
コ
ン
テ
ス
ト
』

（

月

日
）

マ
イ
カ
ル
金
賞

穂
園
智
子
（
さ
く

ら
組
）

大
阪
労
済
・
全
労
済
大
阪
府
本

部
創
立

周
年
企
画
全
労
済
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル

（

月
）

大
阪
府
教
育
委
員
会
賞

眞
浦
弘
基

（
す
み
れ
組
）
入
選

大
田

凌
（
ひ

ま
わ
り
組
）

川
原
さ
ゆ
り
（
ゆ
り

組
）
佳
作

稲
田
守
恭
（
た
ん
ぽ

ぽ
組
）

松
浦
敢
太
郎
（
ゆ
り
組
）

大
阪
府
歯
科
医
師
会
主
催
第

回

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ル

（

月

日
）

入
選

西
原
裕
子
（
ひ
ま
わ
り
組
）

足
立
ジ
ョ
ー
ジ

戎

美
憂

藤

川
拓
巳

毛
利
美
友（
以
上
ゆ
り
組
）

大
阪
環
状
線
「

号
」

に
展
示
（

月

日

日
）
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第 回奥田メモリアルフェスティバル開く第 回奥田メモリアルフェスティバル開く 庄
野
真
代
さ
ん

歌
手
）
と

庄
野
真
代
さ
ん

歌
手
）
と

花
城
ア
リ
ア
さ
ん
元
宝
塚

ス
タ
ー

）

花
城
ア
リ
ア
さ
ん
元
宝
塚

ス
タ
ー

）

熱
唱
と
楽
し
い
ト
ー
ク
に
会
場
は
魅
了
さ
れ
た

第

回
奥
田
メ

モ
リ
ア
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
、

月

日
午
後

時

分
よ
り
奥
田
メ

モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
。

万円

浄財寄せられる

観客 人 歌と“おしゃべり”堪能観客 人 歌と“おしゃべり”堪能

メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
は
、「
飛
ん
で
イ

ス
タ
ン
ブ
ー
ル
」「
モ
ン
テ
カ
ル
ロ

で
乾
杯
」
の
ヒ
ッ
ト
で

紅
白

歌
合
戦
に
出
演
し
た
庄
野
真
代
さ
ん
。

さ
ら
に
こ
の

月
宝
塚
歌
劇
団
を
退

団
し
歌
手
デ
ビ
ュ
ー
し
た
花
城
ア
リ

ア
さ
ん
の
お
二
人
。
秋
恒
例
の
イ
ベ

ン
ト
に
客
席
は
満
席
で
、
約

名
の
観
客
が
二
人
の
歌
声
と
会
話
に

酔
い
し
れ
た
。

庄
野
真
代
さ
ん
は
、
紅
白
歌
合
戦

に
出
場
の

年
後
世
界
一
周
旅
行
に

出
発
。
帰
国
後
は
、
様
々
な
分
野
で

多
才
ぶ
り
を
発
揮
し
、
こ
の

月
に

は
、
法
政
大
学
人
間
環
境
学
部
を
卒

業
。
現
在
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
生
活
人

と
し
て
の
生
き
方
が
多
く
の
女
性
の

共
感
を
得
て
お
り
、
会
場
は
大
き
な

拍
手
が
沸
い
て
い
た
。

昨
年
か
ら
同
イ
ベ
ン
ト
参
加
の
地

元
住
民
（
藤
田
町

丁
目
ほ
か

町

会
・

商
店
会
）
に
浄
財
を
募
っ
て

お
り
、
第

回
目
と
な
る
今
回
も
総

額

万

円
の
寄
付
金
が
学

大
学
・
短
大
の
女
性
学
研
究
所

（
所
長
・
水
野
勝
政
教
授
）
主
催
の

公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、

月

日
午

後

時
よ
り
奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、

「
こ
れ
か
ら
の
社
会
と
教
育
・
家

庭
・
仕
事
を
考
え
る
」
で
、
金
子
敦

郎
学
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
基
調
講
演

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
。

基
調
講
演
は
、
初
代
内
閣
府
男
女

共
同
参
画
局
長
の
坂
東
眞
理
子
氏
、

園
に
寄
せ
ら
れ
た
。
同
寄
付
金
は
、

大
学
・
短
大
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

研
究
会
（
顧
問
・
世
戸
俊
男
教
授
、

部
長
・
古
用
美
紀
子
）
が
実
施
し
て

い
る「
ふ
れ
あ
い
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」

（
学
園
周
辺
に
住
む
小
学
生
を
対
象

に
大
和
田
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の

日

間
の
遊
び
と
学
び
の
イ
ベ
ン
ト
、
詳

細

面
）
の
活
動
資
金
と
し
て
提
供

さ
れ
て
い
る
。

奥
田
吾
朗
理
事
長
は
挨
拶
で
、
地

域
交
流
の
代
表
的
イ
ベ
ン
ト
を
支
え

て
く
れ
た
参
加
者
に
お
礼
を
述
べ
る

と
と
も
に
「
ふ
れ
あ
い
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
」
の
実
施
運
営
に
携
わ
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
研
究
会
の
学
生

を
紹
介
し
、
代
表
者

人
が
活
動
の

企
画
か
ら
実
施
ま
で
の
苦
労
話
を
披

露
し
た
。

公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
熱
心
に
討
論
す
る
各
講
師

進
む
少
子
高
齢
化
社
会
へ

教
育
家
庭
仕
事
を
考
え
る

坂
東
眞
理
子
氏
基
調
講
演

公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
女性学研究所

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
同

氏
の
ほ
か
教
育
評
論
家
で
臨
床
教
育

研
究
所
「
虹
」
所
長
の
尾
木
直
樹
氏
、

本
学
の
橋
本
義
郎
教
授
の

人
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
は
女
性
学
研
究

所
所
長
、
水
野
勝
政
教
授
が
務
め
た
。

基
調
講
演
を
受
け
て
少
子
高
齢
化

が
進
む
社
会
に
あ
っ
て
の
教
育
の
あ

り
方
、
家
庭
さ
ら
に
地
域
社
会
と
の

関
わ
り
方
な
ど
を
中
心
に
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
展
開
し
た
。
参
加
者

は
約

人
。

「
協
働
社
会
を
つ
く
る
条
例
」
本

松
下
ゼ
ミ
生
が
労
作
出
版

松
下
ゼ
ミ
生
が
労
作
出
版

資
料
と
格
闘

年

来
年
度
か
ら
教
材
に
国際大法政経学部

国
際
大
法
政
経
学
部
の
松
下
啓
一
教
授
執
筆
、
そ
し
て
、
そ
の
ゼ

ミ
生
全
員
と
有
志
が
本
づ
く
り
に
参
加
し
た
『
協
働
社
会
を
つ
く
る

条
例

自
治
基
本
条
例
・
市
民
参
加
条
例
・
市
民
協
働
支
援
条
例
の

考
え
方
』
が
、

月

日
、
ぎ
ょ
う
せ
い
か
ら
出
版
さ
れ
た
。

同
書
は
、
協
働
社
会
に
お
け
る
条

例
の
つ
く
り
方
と
と
も
に
、
自
治
の

基
本
条
例
の
水
準
や
到
達
点
を
ま
と

め
た
も
の
。
自
治
に
携
わ
る
人
々
が
、

条
例
案
文
を
つ
く
る
こ
と
に
の
み
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
す
の
で
は
な
く
、

本
来
の
議
論
や
仕
組
み
づ
く
り
に
時

間
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
の
思
い

が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
学
生
た
ち
は
、

で
き
あ
が
っ
た
本
を
初
め
て
手
に
と
り
、
喜
び

の
ゼ
ミ
生
ら
（

月

日
）

の
条
例
の
全
文
比
較
表
か
ら
成
る

資
料
編
づ
く
り
を
行
っ
た
。
資
料
編

は
巻
末

ペ
ー
ジ
以
上
に
も
及

ぶ
。
単
位
に
は
な
ら
な
い
が
、
ゼ
ミ

生
は

年
次
秋
か
ら

年
次
秋
ま
で

の
約

年
間
、
研
究
室
に
集
ま
っ
て

は
膨
大
な
資
料
に
取
り
組
ん
だ
。

「
理
論
中
心
の
学
問
で
は
な
く
、

生
の
資
料
を
元
に
、
文
章
の
表
現
等

を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
検

討
し
ま
と
め
て
い
っ
た
こ
と
は
、
た

い
へ
ん
だ
っ
た
が
自
分
に
と
っ
て
も

大
き
な
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
」
と
、
有

志
と
し
て
参
加
し
た
国
際
大
大
学
院

総
合
社
会
科
学
研
究
科
の
谷
河

純

さ
ん
は
振
り
返
る
。

「
学
生
た
ち
に
思
い
出
が
残
せ
て

よ
か
っ
た
」
と
松
下
教
授
。
こ
の
よ

う
な
形
で
条
例
を
ま
と
め
た
資
料
は

他
に
な
い
と
の
こ
と
。
一
般
書
店
に

も
並
び
、

年
度
か
ら
は
学
部
の
後

輩
た
ち
が
授
業
で
こ
の
本
を
使
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。「
こ
れ
だ
け
の

出
版
物
制
作
を
手
伝
い
、
協
力
者
と

し
て
名
前
を
残
せ
た
こ
と
は
光
栄
で

す
」
と
で
き
あ
が
っ
た
本
を
前
に
、

学
生
た
ち
の
顔
は
輝
い
て
い
た
。

価
格

円
。

作
目
の
小
説
出
版

年
経
情
卒

椙
本

孝
思
さ
ん

卒
業
生
の
椙
本
孝
思
さ
ん
（
経
営

情
報
学
部

年
卒
）
の
小
説

作
目
『

』

が

月
、
ア
ル
フ
ァ
ポ
リ
ス
か
ら
出

版
さ
れ
た
。
価
格

円

万
部
を
超
え
る
ヒ
ッ
ト
と
な
っ

た
ホ
ラ
ー
ミ
ス
テ
リ
ー
『

』
の
続
編
に
あ
た
る
。
雑
誌

『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
』（

年

月
号
）
の
「
ミ
ス
テ
リ
ー
・
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

注
目
の
新
進
作

家
」
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
掲
載

さ
れ
る
な
ど
、
今
後
の
活
躍
に
ま
す

ま
す
目
が
は
な
せ
な
い
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
探
検
家
と
し

て
、
世
界
の
秘
境
に
挑
み
続
け
た
、

大
阪
国
際
女
子
大
学
名
誉
教
授

藤

木
高
嶺
氏
の
集
大
成
。

有
名
な
登
山
家
だ
っ
た
父
、
九
三

氏
の
教
育
か
ら
、
朝
日
新
聞
入
社
後
、

本
多
勝
一
氏
と
の
カ
ナ
ダ
・
エ
ス
キ

モ
ー
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
高
地
人
、
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
下
の
民
族
解
放
戦
線
潜

入
の
取
材
な
ど
、
単
独
で
も
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
パ
ラ
ワ
ン
島
の
少
数
民
族
コ

ノ
イ
族
、
遊
牧
民
キ
ル
ギ
ス
族
な
ど

を
取
材
、
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
に
同

行
取
材
、
そ
の
後
文
化
人
類
学
を
教

え
る
に
到
る
ま
で
の
自
伝
的
内
容
と
、

冒
険
的
探
検
を
通
じ
て
出
会
っ
た
多

く
の
冒
険
家
・
登
山
家
の
う
ち
、
日

本
を
代
表
す
る
世
界
的
に
有
名
な

人
を
取
り
上
げ
、
秘
話
を
語
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

今
の
よ
う
に
誰
も
が
海
外
に
行
く

こ
と
が
で
き
ず
、
海
外
旅
行
が
夢
の

世
界
で
あ
り
、
テ
ロ
も
な
く
世
界
が

平
和
だ
っ
た

年
代
を
う
ら

や
ま
し
く
思
う
の
と
、
著
者
の
秘
境

に
対
す
る
思
い
と
そ
こ
に
住
む
人
々

へ
の
思
い
や
り
は
い
つ
の
時
代
で
も

見
習
う
べ
き
で
あ
り
、
世
界
中
の

人
々
と
仲
良
く
す
る
に
は
異
文
化
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
事
な
こ

大阪国際女子大学
名誉教授

藤木 高嶺（著）

BOOK

と
だ
と
感
じ
た
。

「
好
き
な
こ
と
を
や
り
続
け
る
。

秘
境
に
挑
む
」
こ
と
が
、
生
涯
の
夢

だ
っ
た
と
著
者
は
書
い
て
い
る
。「
は

じ
め
に
」
の

ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
す

ぐ
に
、
自
分
自
身
が

年
前
、
大
学

に
入
学
し
た
当
時
の
、
文
化
人
類
学

の
講
義
を
初
め
て
聞
い
た
と
き
の
事

を
思
い
出
し
た
。
夢
と
希
望
に
あ
ふ

れ
、
頑
張
れ
ば
何
で
も
可
能
だ
と
考

え
て
い
た
。
こ
の
著
書
は
、
忙
し
く

毎
日
を
す
ご
し
、
夢
を
追
う
こ
と
を

忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
す
べ
て
の

人
々
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。

お
も
し
ろ
く
、
簡
潔
に
書
か
れ
た

文
章
は
す
ら
す
ら
と
進
み
、
あ
っ
と

い
う
間
に
読
み
終
え
て
し
ま
っ
た
。

大
人
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
社
会

に
出
て
行
く
若
者
た
ち
に
、
夢
を
追

い
求
め
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
た
め
に
、

読
ん
で
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
い
つ

か
生
ま
れ
る
自
分
の
子
供
に
も
読
ま

せ
た
い
一
冊
で
あ
る
。

（
大
阪
国
際
女
子
大
学
人
間
科
学
部

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

年
卒

株
式
会
社
ア
ト
ラ
ス
ト
レ
ッ
ク

上
武
美
智
）

・・・・・・・・

・
・
・

・
・
・
・

・
・・

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・

・・・・・・・・

・
・

・
・
・
・
・
・
・
・ ・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・

・
・ 秘

境
一
筋極

上
人
生

紫

会
出
版

円

新
刊

国
際
大

『
財
務
諸
表
の
基
礎
知
識

第

版
』

経
情
講
師

朝
倉
洋
子

共
著
、
東
京
経

済
情
報
出
版

円

『

・

テ
ロ
後
の
米
国
の
変
容
と
発

展
す
る
中
国
の
新
動
向
』
法
政
経
教
授

大
矢
吉
之
、
金
子
敦
郎
、
宇
山

博
、
高

輝
陽
、
同
助
教
授

塩
谷
雅
弘
、
同
嘱
託

講
師

滝
田

豪
、
経
情
教
授

松
田
孝

一
、
国
際
関
係
研
究
所
助
教
授

何

成

業

共
編
著
、
国
際
大
国
際
関
係
研
究
所

非
売
品

『
ス
ー
パ
ー
エ
ッ
セ
ン
ス
心
理
学
』
心

理
コ
ミ
助
教
授

森
上
幸
夫

共
著
、
北

大
路
書
房

円

『
最
新
・
情
報
処
理
の
し
く
み

コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利

用

』
経
情
教
授

太
田
忠
一
、
同
助
教

授

古
殿
幸
雄

共
編
著
、
同
助
教
授

岡
本
容
典
、
同
講
師

中
野
幹
久
、
矢
島

彰
、
法
政
経
助
教
授

下
條
善
史
、
非
常

勤
講
師

小
林
正
樹

共
著
、
サ
イ
エ
ン

ス
社

円

『
ヴ
ェ
ニ
ス
か
ら
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ

へ
』
名
誉
教
授

徳
永

恂

著
、
講
談

社

円

『
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
時
代

北
欧

発
「
包
括
」
教
育
理
論
の
展
望

』
短
大

部
幼
教
教
授

浅
野
俊
道

共
訳
、
明
石

書
店

円

『
外
見
と
パ
ワ
ー
』
心
理
コ
ミ
嘱
託
講

師

柏
尾
眞
津
子

共
訳

北
大
路
書
房

円

『

と
企
業
政
策
』
短
大
部
国
文
助

教
授

小
林
弘
二

共
著
、
晃
洋
書
房

円

『
古
事
記
の
新
し
い
解
読

コ
タ
ン
ス

キ
の
古
事
記
研
究
と
外
国
語
訳
古
事
記

』
法
政
経
教
授

松
井
嘉
和

編
・
共

著
、
錦
正
社

円

『
英
語
辞
書
学
へ
の
招
待
』
経
情
教
授

畠
山
利
一

大
修
館
書
店

共
訳
、

円
『
変
容
す
る
東
南
ア
ジ
ア
社
会

民

族
・
宗
教
・
文
化
の
動
態
』
経
情
助
教
授

小
瀬
木
え
り
の
共
著
、
め
こ
ん

円
大
和
田
高
校

『
セ
ミ
の
ぬ
け
が
ら
か
ら
見
た
大
阪

』
教
諭

中
村
哲
也

共
著
、
大

阪
教
育
大
学
附
属
高
等
学
校
池
田
校
舎

非
売
品

短
大
家
政
科
栄
養
士
課
程
卒
業
生

の
倭（
や
ま
と
）
明
美
さ
ん
（

独学で写真集出版

檻の中の動物たち
“やすらぎ”切り撮る

OGの倭 明美さん

一
般
書
店
で
発
売
中
。
見
か
け
た
ら
手
に
と
っ

て
み
て
下
さ
い
。

年

月
卒
）
が
、

月

日
、

写
真
集『
や
す
ら
ぎ

檻
の
中
で

』

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

ふ
じ
た
に
や
ぁ
と
）

を
新
風
舎
か
ら
共
同
出
版
し
た
。
価

格

円
、
大
阪
を
中
心
に
大
手

一
般
書
店
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

歳
頃
か
ら
文
化
教
室
の
写
真
講

座
に
通
っ
た
後
、
独
学
で
撮
り
続
け

て
き
た
倭
さ
ん
。
初
め
て
の
写
真
集

と
な
る
こ
の
本
で
は
、
ト
ラ
保
護
活

動
を
は
じ
め
各
地
の
動
物
園
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
り
な
が
ら
、

動
物
た
ち
が
檻
の
中
で
時
折
見
せ
る

や
す
ら
ぎ

の
表
情
を
捉
え
て
い

る
。

月
か
ら

月
に
か
け
て
は
、

宝
塚
ガ
ー
デ
ン
フ
ィ
ー
ル
ズ
内
で

「
ネ
コ
科
ど
う
ぶ
つ
、
ヤ
ッ

ホ
ー
！
」

槙
下

晶

ふ
じ
た
に

や
ぁ
と
二
人
展

も
開
催
し
た
。
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高
校
生
夢
国
際
化
大
い
に
語
る

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
賞
、
論
文
募
集
呼
び
か
け

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
賞
、
論
文
募
集
呼
び
か
け

滝
井
・
大
和
田
の

人

枚
方
、
守
口
の

生
出
演

ア
ッ
プ

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
」

を
通
じ
地
元
高
校
生
に
論
文
応
募
を

呼
び
か
け
た
。

内
容
は
、
本
学
園
の
両
高
校
生
徒

は
じ
め
地
元
の
高
校
生

人
が
参
加

し
、
国
際
社
会
を
視
野
に
い
れ
、
夢

と
未
来
を
語
る

時
間
の
ト
ー
ク
番

組
。滝

井
高
校
か
ら
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
留
学
し
た
今
村
公
美
さ
ん

（
国
際
科

年
）、
同
じ
く
カ
ナ
ダ

留
学
の
森
山
友
貴
さ
ん
（
同
）。
大

和
田
高
校
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
か

ら
部
長
の
伊
達
亜
佑
美
さ
ん（

年
）、

宇
野
葉
子
さ
ん
（
同
）
が
出
演
。
昨

年
入
賞
し
た
論
文
作
品
を
基
に
高
校

生
活
で
考
え
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
夢

や
国
際
化
に
つ
い
て
真
剣
に
語
っ
た
。

今
年
で
第

回
を
迎
え
た
全
国
高

校
生
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
グ
ロ
ー
バ

ル
マ
イ
ン
ド
賞
」（
学
園
・
毎
日
新

聞
社
の
主
催
）
は
、
全
国
の
高
校
生

を
対
象
に
論
文
を
募
集
し
て
い
る
が
、

今
回
も
枚
方
市
・
守
口
市
の

放

送
局
の
特
別
番
組
「
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

守口キャンパスの通学路と
京阪大和田駅前商店街一新

イイイイイイインンンンンンンタタタタタタターーーーーーーブブブブブブブロロロロロロロッッッッッッッキキキキキキキンンンンンンングググググググ完完完完完完完成成成成成成成インターブロッキング完成

カ
ラ
フ
ル
な
色
合
い
で
一
段
と
鮮
や
か
に
な
っ
た

商
店
街
通
路

門
真
市
は
、
京
阪
大
和
田
駅
北
駅

前
広
場
に
接
す
る
東
西
道
路
（
常
称

寺
・
宮
野

号
線
の
長
さ

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
改
良
整
備
の
一

環
と
し
て
実
施
さ
れ
東
西
道
路
は
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
だ
が
、
商
店
街
の

通
り
は
イ
ン
タ
ー
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
舗

装
の
た
め
、
カ
ラ
フ
ル
な
色
合
い
で

商
店
街
の
通
路
は
一
段
と
鮮
や
か
に

な
っ
た
。

同
駅
は
、
大
学
・
短
大
を
は
じ
め

大
和
田
中
・
高
校
、
幼
稚
園
な
ど
守

口
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
う
学
生
生
徒
園

児
、
教
職
員
や
来
訪
者
等
が
日
常
的

に
利
用
す
る
駅
で
あ
る
た
め
、
同
通

路
の
改
良
は
学
園
周
辺
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
、
舗
装
道
路

と
ロ
ー
タ
リ
ー
の
完
成
に
よ
っ
て
駅

前
の
美
観
は
さ
ら
に
整
っ
た
も
の
に

な
っ
た
。
商
店
街
の
印
象
も
一
層
明

る
く
な
り
、
こ
と
に
雨
の
日
は
歩
き

易
く
な
っ
た
と
好
評
で
あ
る
。

ま
た
、
同
通
路
の
改
良
に
伴
い
同

商
店
街
振
興
組
合
は
商
店
街
の
東
西

南
北
の
入
り
口
に
各

基
、
合
計

基
の
防
犯
灯
を
新
た
に
設
置
し
、

月

日
、
同
通
路
駅
側
入
口
で
門
真

市
高
枝
助
役
他
関
係
者
が
集
ま
り

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
。

        

     

授業についてのアンケート

教員指導に高い評価
前期開講の全科目対象

国際大・短大で実施

い
ず
れ
の
学
科
も
「

」

「
ど

ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
を
超
え
て
い

る
が
、
特
に
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科
や

幼
児
教
育
科
な
ど
、
実
習
を
中
心
と

す
る
学
科
に
理
解
度
の
高
い
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

グ
ラ
フ

は
、「
教
員
の
意
欲
、

熱
心
な
指
導
か
ど
う
か
」
を
聞
い
た

結
果
で
、平
均

と
か
な
り
高
い
。

多
少
の
ば
ら
つ
き
は
あ
る
が
、
多
く

の
学
生
が
評
価
し
て
い
る
と
言
え
る
。

近
年
、
大
学
で
は
自
己
点
検
・
評

価
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
本
学

で
も
、「
授
業
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
中
心
に
自
己
点
検
・
評
価
を

進
め
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
公
開

す
る
予
定
で
あ
る
。

大
学
学
長

金
子
敦
郎

短
期
大
学
部
学
長

奥
田
吾
朗

国
際
大
、
短
大
（
女
子
大
を
含
む
）

は
、
前
期
開
講
の
全
て
の
授
業
科
目

を
対
象
に
、
学
生
が
回
答
す
る
「
授

業
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実

施
し
た
。

実
施
科
目
数
は

科
目
、

回
答
総
数
は

枚
に
も

達
し
た
。
質
問
項
目
は
全

問
で
、

学
生
の
授
業
理
解
度
や
満
足
度
を
測

定
す
る
も
の
か
ら
、
教
員
の
意
欲
、

工
夫
へ
の
評
価
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

る
。
集
計
結
果
は
各
担
当
教
員
に
返

却
し
、
今
後
の
授
業
に
生
か
し
て
も

ら
う
一
方
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
な

ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
教
務
委
員

会
で
活
用
す
る
。

グ
ラ
フ

は
、「
学
生
の
授
業
の

理
解
度
」
を

段
階
評
価
で
尋
ね
た

結
果
で
、
点
数
が
高
い
ほ
ど
そ
の
理

解
度
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

平
成

年
度
第

回

滝
井
高
校

豪
・
ツ
ー
ラ
ッ
ク
・
カ
レ
ッ
ジ

派
遣
生
（

月

日

月

日
）

中
野
真
美

藤
原
愛
子
（
以
上

）

細
川
智
帆

今
村
公
美（
以
上

）

加
・
ト
リ
リ
ア
ム
レ
ー
ク
ラ
ン

ド
地
方
教
育
委
員
会
（
提
携
公

立
高
校
）（

月

日

月

日
）

田
井
亜
理
沙

森
山
友
貴（
以
上

）

平
成

年
度
第

回

大
学
長
期
留
学

中
国
・
遼
寧
師
範
大
学
（

月

年

月
）
橋
本
大
輔
（
人
健

）

東
北
大
学
（

月

年

月
）

安
井
昭
博
（
国
コ
ミ

）

奥
田
政
三
教
育
・

奥
田
政
三
教
育
・

研
究
基
金
奨
学
生

研
究
基
金
奨
学
生

（敬称略）

四
川
大
学
（

月

年

月
）

瀧
口
祐
也
（
心
コ
ミ

）

加
・
北
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
（

月

月
）
川

口
知
子
（
国
コ
ミ

）

久

綾
子

（
同

）、（

月

年

月
）
崔

花
今
（
同

）

大
学
中
期
留
学

豪
・
フ
リ
ン
ダ
ー
ズ
大
学
（

月

日

月

日
）
西
村

健
（
国

コ
ミ

）

大
学
・
短
大
夏
期
研
修

日
本
語
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス

タ
ン
ト
研
修
〔
タ
イ
・
ナ
レ
ー
ス

ワ
ン
大
学
（

月

日

月

日
）〕
木
村
文
香

清

三
加
代
（
以

上
国
コ
ミ

）〔
モ
ン
ゴ
ル
・
第

学
校
（

月

日

月

日
）〕

出
口
絵
美
（
同

）

オ
ル
ホ
ン
・

ヘ
ル
レ
ン
（
経
情

）

近
藤
奈
緒

美
（
国
コ
ミ

）

砂
山
素
美
（
社

コ
ミ

）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英
語
研
修
〔
ク

イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ

ミ
ー
（

月

日

月

日
）〕

岡
井
教
枝

野
々
村
裕
美
（
以
上
心

コ
ミ

）

砂
川
絵
美
（
人
健

）

古
島
明
恵

牧

沙
織

柳
瀬
真

紀

吉
岡
美
保
（
以
上
国
コ
ミ

）

大
塚
美
代
子
（
同

）

初

頴

（
同

）

石
野
史
子
（
国
文

）

坂

千
鶴
（
同

）

韓
国
・
キ
ョ
ン
ウ
ォ
ン
大
学
地

域
研
修
（

月

日

月

日
）

康
川
和
美
（
国
コ
ミ

）

元
氏
沙

織
（
人
健

）

古
田
雅
弓
（
経
情

）

串
野
晃
大
（
法
政
経

）

細
井
規
希
（
幼
教

）

中
国
・
東
北
大
学
地
域
研
修
（

月

日

日
）
林

奈
穂
子
（
国

コ
ミ

）

坂
本
真
理
子
（
同

）

沢
崎
貴
史
（
経
情

）

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ワ
ー
ク
研
修
〔
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本

友
好
学
園
（

月

日

日
）〕

東

奈
津
子
（
心
コ
ミ

）

松
田

沙
織
（
経
情

）

笹

慎
吾
（
法

政
経

）

田
中

稔
（
同

）

岩
田
恵
美
子
（
ス
ポ
行

）

短
大
国
際
文
化
学
科
短
期
英
語

留
学
〔
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ク

ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
・
ポ
リ
テ
ク

ニ
ッ
ク
（

月

年

月
）〕
梅

本
美
鈴
（
国
文

）

課
外
活
動
奨
励
者
表
彰

大学・短大

（
敬
称
略
）

平
成

年
度

【
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
】

松
村

歩
（
ス
ポ
行

）〔
第

回

関
西
学
生
秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部

リ
ー
グ
戦
最
優
秀
投
手
賞
、
第

回

西
日
本
大
学
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
最
優
秀
選
手
賞
〕

宮

幸
代

（
幼
教

）〔
第

回
関
西
学
生
秋

季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
リ
ー
グ
戦
優

秀
選
手
賞
〕

資
格
取
得
に
よ
る
表
彰

大学・短大

（
敬
称
略
）

平
成

年
度
前
期

【
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
】

荒
川

愛

常
徳
治
人

野
津

剛

南
川
倫
子
（
以
上
経
情

）
邱

月
（
同

）

包

青
山
（
同

）大学守口 課外活動奨励者（資格取得）

【
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
】

稲
本
純
子

大
棚
佳
菜
子
（
以
上
国

コ
ミ

）

古
島
明
恵

陳

鴻
輝

平
田
諒
子

柳
瀬
真
紀
（
以
上
同

）
稲
嶺

あ
か
ね
（
心
コ
ミ

）

青
砥
茉
由

飯
田

綾

金
谷
直

美

清

三
加
代

西
川
沙
織

山短大 課外活動奨励者（資格取得）大学枚方 課外活動奨励者（資格取得）

下
大
輔
（
以
上
国
コ
ミ

）

王

奕
（
同

）

陳

嬌
穎
（
同

）

陳

包

高
娃（
以
上
同

）

生
田
有
希

垣
内
尚
子

北
浦
加

奈
恵

近
藤
尚
香

中
井
理
恵

西

川
恵
里

新
田
恵
里

脇
め
ぐ
み

三
角
理
恵
（
以
上
短
大
幼
教

）

学
業
優
秀
者
表
彰

学
業
優
秀
者
表
彰

（敬称略）

【
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
】

経
営
情
報
学
部

関

巍

平
田
拓

也

松
下
真
也

都

竜
也

中
川

知
弘

谷
村

良
（
以
上

）

松

岡
早
織

松
嶋
克
修

南

亜
由
美大学枚方 学業優秀者（経営情報学部）

野
間
哲
也

清
水
裕
喜

植
松
典

子
（
以
上

）
河
井
雅
範

川
中
由

佳

河
野
裕
典

増
田
奈
穂
子

中

石
絋
好

新
宅
裕
香
（
以
上

）

大学枚方 学業優秀者（法政経学部）大学守口・短大 学業優秀者

法
政
経
学
部

東

哲
也

堀

合
善
央

西
井
亜
紗
美

西
村

賢

山
田
裕
子

山
地

均（
以
上

）

陳

登
才

黄

暁
惠

梶

絢

菜

林

愛
娟

南

智
之

寺
田

竹
志
（
以
上

）
栗
栖
拓
馬

串
野

晃
大

呂

小
珂

西
田
康
孝

大

久
保
聡
志

山
田
博
章
（
以
上

）

【
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
】

人
間
科
学
部

心
理
・
社
会
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
大
石
絵
里
香

引
田
久
美
子
（
以
上

）
野
口
聡
美

松
波
麗
子
（
以
上

）
長
井
亜
希

子

古
本
有
希
（
以
上

）

同

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

北
野
り
え

坂
本
真
理
子（
以
上

）

塩
坂
和
恵

陳

鴻
輝
（
以
上

）

相
川
麻
理
子

（
以
上

）

同

人
間
健
康
科
学

科

木
村
仁
美

福
島
智
江
（
以
上

）
牧
野
友
香

森
川
美
幸
（
以
上

）
杉
木
智
子

田
部
祐
子
（
以
上

）

同

ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科

伊
藤

優

西
尾
友
理
子（
以
上

）

橋
本
佳
奈

林

明
日
香（
以
上

）

相
見
和
世
（

）

短
大

家
政
科

越
岡
枝
里
子

山
本
千
晶

小
田
直
美

瀬
戸
愛
美

同

幼
児
教
育
科

津
崎
真
美

垣
内
尚
子

藤
井
麻
紀

三
田
村
直

美

同

国
際
文
化
学
科

坂
口
弥

生

宮
長
梨
菜

藤
間
夏
美

・
幅

）
と
大

和
田
駅
前

商
店
街
の

南
北
の
通

り

（
宮

野
・
藤
田

線
の
長
さ・

幅

）

の
舗
装
を

こ
の

月

に
完
成
さ

せ
た
。

同
道
路

の
舗
装
は
、

こ
の

月

完
成
し
た
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（

・

面
で
も
紹
介
）

国
際
大
・
女
子
大
・
短
大

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

・

春
季
関
西
学
生

部
リ
ー
グ

（
女
子
）

勝

敗

位

・

秋
季
関
西
学
生

部
リ
ー
グ

（
女
子
）

勝

敗

位

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

天
皇
杯
・
皇
后
杯

黒
鷲
旗

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
（
女
子
）

出
場

・

関
西
大
学
春
季
リ
ー
グ
戦

部
リ
ー
グ
（
女
子
）

勝

敗

位

・

西
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
学

女
子
選
手
権
大
会
ベ
ス
ト

・

関
西
大
学
秋
季

部
リ
ー
グ

（
女
子
）

勝

敗

位

女
子
ラ
ク
ロ
ス
部

・

関
西
学
生
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
準

優
勝

・

第

回
ラ
ク
ロ
ス
国
際
親
善

試
合
関
西
選
抜

陸
上
競
技
部

・

大
阪
学
生
対
校
選
手
権
女
子

の
部
総
合

位

岡

副
真
実
（
人
健

）

位

走
高
跳

児
玉
里
穂
（
ス
ポ

）

位

三
段
跳

児
玉
里
穂

位

・

日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
第

戦
・

静
岡
国
際
大
会
兼
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
日
本
代
表
選
手
選
考
競
技
会

出
場

加
茂
有
希
子
（
同

）

走
高
跳

児
玉
里
穂

・

天
皇
賜
杯
日
本
学
生
対
校
選

手
権

兼
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
選

考
競
技
会
出
場

加
茂
安
希
子
（
同

）、
加
茂
有
希
子
、

川
西
亜
季
（
同

）、
児
島
美
穂
（
同

）

秒

チ
ー
ム
ベ
ス
ト

走
高
跳

児

玉
里
穂

前
川
加

奈
（
人
健

）、
布
谷
宏
子
（
ス
ポ

）、

田
丸
ゆ
か
り
（
同

）、
田
辺
陽
香
（
同

）

・

近
畿
選
手
権

兼
日
本
選
手

権
近
畿
地
区
予
選
会

種
競
技

中

村
有
里
（
同

）

位

・

秩
父
宮
賜
杯
西
日
本
学
生
対

校
選
手
権
（
西
日
本
イ
ン
カ
レ
）
走
高

跳

児
玉
里
穂

位

・

日
本
学
生
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

走
高
跳

児
玉
里
穂

優
勝

出
場

加
茂
有
希
子

走
高
跳

磯
谷
七
恵
（
経
情

）

高
橋
大
地
（
人
健

）

・

関
西
学
生
陸
上
競
技
学
年
別

選
手
権

・

年

加
茂

安
希
子

位

・

年

林

絵
理
奈
（
ス
ポ

）

位

・

年

野
々
村
ふ
み

優
勝

・

年

森
西
知
加

（
同

）

位

走
高
跳

・

年

磯
谷
七
恵

優
勝

同

笠
井
邦
子
（
同

）

位

・

国
体
京
都
府
代
表

走
高
跳

児
玉
里
穂

位

滝
井
高
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

近
畿
高
校
バ
レ
ー
優
勝
大
会

ベ
ス
ト

・

国
体
大
阪
府
代
表

大
西

唯

池
田

渚

伊
藤
彩
子

新
井
麻

美
（
以
上

）

監
督

才

哲
次

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
優
勝

・

第

回
全
国
私
学
大
会
出
場

権
獲
得

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・

守
口
大
会
団
体
杯

位

・

大
阪
高
校
総
合
体
育
大
会
予

選
リ
ー
グ
優
勝
、
中
央
大
会
進
出

吹
奏
楽
部

・

第

回
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ン
ド
コ

ン
サ
ー
ト

・

大
阪
府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

北
地
区
大
会
出
場

組
の
部
、

組
の

部
銅
賞

・

花
博
咲
く
や
こ
の
花
館
ト
ワ

イ
ラ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト

・

大
阪
府
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
銀
賞

・

大
阪
府
私
立
中
高
等
学
校
芸

術
文
化
祭

大
和
田
高
校

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

・

全
国
私
立
高
校
女
子
選

抜
大
会

部
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

回
戦
敗

退
・

第

回
記
念
近
畿
私
立

高
校
女
子
選
抜
大
会
上
位
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
進
出

・

大
阪
私
立
高
校
私
学
秋
季
大

会
準
優
勝

・

大
阪
高
校
総
合
体
育
大
会
準

優
勝

・

国
体
大
阪
府
代
表

加
藤
千

春
（

）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

春
季
大
会
兼
大
阪
高
校
選
手

権
大
会
一
次
予
選
（
部
別
大
会
）

勝

敗
一
部
昇
格

・

大
阪
高
校
総
合
体
育
大

会
東
地
区
ベ
ス
ト

剣
道
部

・

全
国
高
校
剣
道
大
会
大
阪
府

予
選
団
体
ベ
ス
ト

・

近
畿
高
校
剣
道
大
会
出

場
・

玉
竜
旗
高
校
剣
道
大
会

出
場

・

大
阪
高
校
総
合
体
育
大
会
団

体
ベ
ス
ト

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・

・

大
阪
高
校
春
季
大
会

ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会

第

位

山
元
瑞

萌
、
森
本

綾
（

）

・

守
口
市
民
体
育
大
会

個
人

戦

第

位

那
部
麻
奈
美
、
森
本

綾
（

）

・

総
合
体
育
大
会

ブ
ロ
ッ

ク
予
選
会

第

位

山
元
瑞
萌
、
森

本

綾
（

）

・

東
大
阪
市
民
大
会

団
体
戦

ベ
ス
ト

・

新
人
大
会

ブ
ロ
ッ
ク
予

選
会

優
勝

山
元
瑞
萌
、
森
本

綾

（

）

・

守
口
市
民
体
育
大
会

団
体

戦

準
優
勝

山
元
瑞
萌
、
森
本

綾

（

）、
平
川
彩
加
、
小
篠
靜
佳
（

）、

國
司
江
莉
加
、
網

朋
子
（

）

・

新
人
中
央
大
会

ベ
ス
ト

山
元
瑞
萌
、
森
本

綾
（

）

吹
奏
楽
部

・

大
阪
府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

北
地
区
大
会

組
の
部
銀
賞

大
和
田
中
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

第

回
大
阪
中
学
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
優
勝
大
会
（
近
畿
大
会
予
選
）

ベ
ス
ト

大和田幼 お別れ会
短大 幼教 朝倉 洋教授の音楽講座「朝倉 洋の音楽手帖」

の開催案内が広報かどまに掲載
大学・短大 非常勤講師との懇談会
大学・短大 総合メディアセンターホームページ、リニューアル
学園 辞令交付式
滝井高 教職員研修旅行
滝井高 豪総領事館（大阪）商務官ら来校
大学 枚方 ラジオ大阪『桂 歌々志の歩けば道づれ』で、入試・広

報部 片山 準係長が第 京阪道路周辺レポート
大学 枚方 現代の国際情勢I 法政経学部政治系オムニバス講義 ス

タート
大和田幼 体操教室スタート
大和田中高 英数コース海外修学旅行出発
大和田中高 新入生オリエンテーション
短大 幼教 時森美智子非常勤講師が、大阪日日新聞に幼児教

育科夏期研修会でのレクリエーション指導について寄稿
学園 名誉教授称号記授与式
大和田幼 トドラーデースタート
大和田幼 今年も大きなこいのぼり
大和田中 春の遠足
滝井高 総合学習（エンカレッジ講座）スタート
滝井高 進路研修（ 年）
大学 枚方 名誉教授の牧之内三郎氏逝去
女子大 吉田聡子さん（ スポ行卒）身体障害者野球全国大会で

投手デビュー
大和田幼 はだし保育開始
滝井高 春の遠足（ ・ 年）
大和田中高 PTA『定期総会』
大和田幼 日曜参観
滝井高 生活指導講演会
短大 大和田幼 幼児教育実技研修、人形劇鑑賞
大学 枚方 廣澤大介さん（法政経部 ）ABCテレビ出演
短大 家政科栄養士コース給食管理実習スタート
大和田幼 自由参観
大学 守口 人健学科レジャースポーツ（夏季）学外研修スタート
女子大 小谷眞由美さん（ 年帝国女子大家政学部卒 株式会社

ユーシン精機社長）が「三位一体改革推進列島縦断シン
ポジウムin京都」でパネル討論、 京都新聞掲載

大和田中高 豪・タスマニアのスコッチ・オークバーン・カレッジ生
来校（ ）

滝井高 後援会総会
滝井高 豪・ツーラックカレッジ生来校（ ）
大学 守口
女子大 短大

私立大学図書館協会 年度西地区部会総会、守口キャ
ンパスを会場に開催

大学 守口 国コミ学科「茶道・華道文化」学外授業（担当 高橋美
非常勤講師）

滝井高 塾長説明会
大学 守口 寝屋川市スポーツインストラクター養成講習会の講師に

スポ行 世戸俊男教授、井上芳光教授、佐々木弘志助教
授（ 、 ）

大学 守口
女子大 短大

第 回人権啓発に関する講演会（教職員対象）

大学 枚方 起業・事業創造コース「ホスピタリティマネジメント」で、
青年海外協力隊参加メンバーをゲスト（ ）

大学 守口 スポ行学科説明会
大学 守口 留学生別科「伝統文化研究 」 国コミ学科「国際社会

と日本文化 」合同ゆかたの着付け実習授業（担当
高橋尚美非常勤講師）

滝井高 就職指導に関する保護者対象説明会
大学・短大 国際関係研究所 国際ビジネス教養セミナー『ベンチャー

企業と為替変動』
短大 第 回ジョイフルコンサート
大和田中 中学校外学習
大学 枚方 国際関係研究所 三木健二客員教授が会長を務める「景

観ボランティア明日香」らの活動、奈良新聞に掲載
大学 守口 人権に関する現地学習会
大和田高 夏期講習期間中のキャリアー教育（進路講演会）（ ）
大学 枚方 広報ひらかた 月号に「学園都市ひらかた推進協議会（

）」記事掲載
大学 守口
女子大 短大

ソフトボール部、MBSラジオ「MBSニュースワイドアン
グル」で生中継

大学 枚方 経情学部「予備演習 」リフレッシュ・デイキャンプ
大和田高 英数コース男子第 学年 夏期学習合宿（ ）
大学 守口 生涯健康サポートセンター、障害児のプール水泳指導（

）
学園 藤江宗一大学・短大入試・広報部長兼学園本部広報室長、

エフエムひらかたに生出演
大学 枚方 広報ひらかた 月号に「エセック経済商科大学院大学と

の交流（ ）」記事掲載
OIU 短大 第 回高校・大学連絡協議会
大学 守口
短大

第 回日本産業カウンセリング学会、守口キャンパスを
会場に開催（ ）

大学 守口
女子大 短大

地域住民「健康教室」スタート

短大 門真市ルミエールホールミニコンサート「おしゃべりな
管楽器たち」に幼教 朝倉 洋教授出演

短大 河合美和さん（ 年スポ行卒）『DANCE COLLECTION
The3rd』に出演

大学 守口 人間科学部海洋・野外スポーツ実習 ・ スタート
大学 守口 FM HANAKO『直ちゃんのもりかど探偵団』（

）に留学生別科生 車 玉華さん出演
短大 守口 乳幼児の子育て学級で幼教 杉本佳隆教授が講師
大学 枚方 枚方市民大学講座
大和田中高 豪協定校・Geelong Grammar School生 人が来日
大学 守口 夏期幼児教育研修（ ）
大学 守口 藤木高嶺 名誉教授の『探検家藤木高嶺氏の「楽しく学

ぶ民族学」』講座スタート
大和田幼 入園説明会
大学 枚方 カーセンサー関西版に法政経学部事務室 矢野裕之係長、

キャプテングロービーと共に登場
大学 枚方 保護者懇談会に 世帯参加
大学 守口
女子大 短大

保護者懇談会に大学約 世帯、短大 世帯（概算）参加

大学 枚方 ホストファミリー対象教養講座
大学 守口
女子大 短大

高等教育開発推進センター第 回情報交換会

短大 芸能プロダクション所属の木子百恵さん（ 年国コミ卒）
JR西日本の印刷物に登場

大学 枚方 全国スポーツ・レクリエーション祭に枚方図書館 渡辺
洋係員、ソフトバレーボール大阪府代表で出場（ ）

大学 守口 キックオフイベント（守口キャンパス）に大学 年次生
約 人参加

大学 枚方 国際関係研究所教養講座「現代日本の漢字文化 日常生
活と漢字」

大学 枚方 大学祭協賛 公開講演会（枚方キャンパス）
大学 枚方 法政経学部国際理解・交流コースプロジェクト 海外ボ

ランティア・海外事情連続講演 （ 回シリーズ）
大学 枚方 上木原光一郎さん（ 年政経卒）営業職と起業のイベン

トにゲスト出演
大学・短大 大学祭協賛 公開講演会（守口キャンパス）
学園 滝井高 教育講演会『登校しにくい生徒の心の読み方とトラウマ

の解消』
大和田中 高 保護者・教職員合同懇親会
大学 守口 国コミ「国際社会と日本文化 」お茶会体験と細見美術

館見学（担当 高橋尚美非常勤講師）
滝井高校 国際科一泊英語合宿（ ）
大和田中 高 加・セント・ミルドレッズ・ライトボーン・スクール生

来校（ ）
滝井高校 加・グレイベンハースト高生来校（ ）

ヘッドラインニュースヘッドラインニュース

（
敬
称
略
）

ク
ラ
ブ
活
動

ク
ラ
ブ
活
動

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
惜
し
く
も
準
優
勝
大
学

短
大

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
惜
し
く
も
準
優
勝
大
学

短
大

西日本大学選手権

全日本選手権 回戦で日本体育大学に先制のタイムリー！（ 月 日）

全日本健闘ベスト

大
学
・
短
大
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、

鳥
取
県
大
山
町
で
行
わ
れ
た
第

回

西
日
本
大
学
選
手
権
大
会
に
、

連

覇
を
目
指
し
て

回
目
の
出
場
を
果

た
し
た
。
愛
媛
短
期
大
学
、
神
戸
親

和
女
子
大
学
、
龍
谷
大
学
を
破
り

月

日
の
決
勝
に
進
出
。
惜
し
く
も

大
谷
女
子
大
学
に

で
敗
れ
準

優
勝
と
な
っ
た
。

ま
た
、
続
い
て
静
岡
県
で
行
わ
れ

た
文
部
科
学
大
臣
杯
第

回
全
日
本

大
学
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会
に
出
場
。
こ
ち
ら
は

年
連
続

回
目
。

回
戦
に
進
出
し
た
が
、

月

日
、
日
本
体
育
大
学
に
延
長
タ

イ
ブ
レ
ー
カ
ー

回
の
末
、

で
惜
し
く
も
敗
れ
、
ベ
ス
ト

と

な
っ
た
。

日
連
続
の
延
長
戦
、
優

勝
チ
ー
ム
を
相
手
に
力
い
っ
ぱ
い
善

戦
し
た
健
闘
を
た
た
え
た
い
。

大
和
田
中
学
が

連
覇

女
子
バ
レ
ー
大
阪
秋
季
大
会

大
和
田
中
学
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

（
女
子
、
顧
問

木
村
正
章
教
諭
）

は
、
今
年
も
着
実
に
勝
利
を
重
ね
て

い
る
。

春
季
北
河
内
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

季
連
続

回
目
の
優
勝
（

月

日
）、
大
阪
府
私
立
中
学
校
総
合
大

会
準
優
勝
（

月

日
）、
北
河
内

地
区
秋
季
総
合
体
育
大
会
（

月

日
）

季
連
続

回
目
の
優
勝
。
そ

し
て
、

月

日
に
は
、
大
阪
中
学

校
秋
季
総
合
体
育
大
会

年
連
続

回
目
の
優
勝
を
果
た
し
、

年
生
の

引
退
に
花
を
添
え
た
。

ま
た
、

年
生
の
桜
間
友
梨
さ
ん
、

東
谷
幸
子
さ
ん
、
小
川
由
希
子
さ
ん

は
、

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
第
十
八
回
全
国
都
道
府
県年連続優勝を果たした大阪総体

年
連
続
で

回
目

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

滝
井
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

滝
井
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
女

子
、
監
督

才

哲
次
教
諭
）
は

年
連
続

回
目
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出

場
を
果
た
し
た
。
大
阪
府
予
選
で
は
、

決
勝
リ
ー
グ

戦
を
す
べ
て

で
勝
ち
優
勝
。

月

日
に
守
口
市

長
を
表
敬
訪
問
し
、
全
国
大
会
出
場

決
定
を
報
告
、
激
励
を
受
け
た
。
島

根
県
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
で
は
、

月

日
に
、
予
選
グ
ル
ー
プ
戦
を

勝
ち
抜
き
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
。

し
か
し
、

日
、
西
日
本
短
大
付
属

高
校
（
福
岡
）
に

で
敗
れ
、

残
念
な
が
ら
上
位
進
出
は
な
ら
な

か
っ
た
。

ラクロスOB総会

バーベキューで親睦を深めた歴代ラク
ロス部メンバーたち

月

日
、
大
学
・
短
大
の
ラ
ク

ロ
ス

総
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。枚

方
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
男
女
ラ
ク

ロ
ス
部
そ
れ
ぞ
れ
創
設
以
来
の
卒
業

生
や
現
役
部
員
た
ち
と
そ
の
家
族
総

勢

人
以
上
が
集
ま
り
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
大
会
で
親
睦
を
深
め
た
。

対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
主

催

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
、

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
、
読
売
新

聞
社
等
）
の
大
阪
北
選
抜
メ
ン
バ
ー

に
選
ば
れ
、

月

日
、
大
阪
市
北

区
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
よ
み
う
り
で
結
団

式
が
行
わ
れ
た
。
本
学
か
ら
同
大
会

メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
る
の
は

年
連

続
。
桜
間
さ
ん
は
大
阪
北
選
抜
の

キ
ャ
プ
テ
ン
の
大
役
も
務
め
、「
日
々

努
力
し
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
作
り
優

勝
で
き
る
よ
う
、
元
気
と
明
る
さ
を

と
り
え
に
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
」
と
決
意
表
明
を
し
た
。
大
会
は

月

日
か
ら

日
ま
で
、
府
立
体

育
会
館
（
浪
速
区
）
と
大
阪
市
中
央

体
育
館
（
港
区
）
で
行
わ
れ
る
。
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選考種別 出願期間 選考日 合格発表日 入学手続期間
修
士
課
程
二次

経営情報学研究科
月 日（月） 月 日（金）

月 日（火）
月 日（金） 月 日（月） 日（金）

総合社会科学研究科 月 日（土）

博士（後期）課程
経営情報学研究科のみ 月 日（月） 月 日（金） 月 日（火） 月 日（金） 月 日（月） 日（金）

平成 年度 入試日程 学生・生徒募集要項平成 年度 入試日程 学生・生徒募集要項
大
阪
国
際
大
学
大
学
院

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

出願期間 選考日 合格発表日 入学手続日

大阪国際滝井高等学校
普通科

アカデミック（標準）コース
チャイルドケア（幼児保育進学）コース
ナーシング（看護進学）コース
エクセレント（特進）コース 平成 年 月 日（月） 月 日（土） 月 日（木）

月 日（金） 月 日（土） 月 日（金）

国 際 科

大阪国際大和田高等学校 普通科 理数コース 英数コース
国際コース 教養コース 平成 年 月 日（月） 月 日（火） 月 日（木）

月 日（金） 月 日（土） 月 日（木）

大阪国際大和田中学校

特進一貫
コース

国際コース

一次
平成 年 月 日（月） 日（金）
平成 年 月 日（木） 日（金）

月 日（土） 月 日（日）
月 日（水）

月 日（日） 月 日（月）

二次
平成 年 月 日（火） 日（月） 月 日（月） 月 日（火）

月 日（金）
平成 年 月 日（火） 日（火） 月 日（火） 月 日（水）

経
営
情
報
学
部
・
法
政
経
学
部
・
人
間
科
学
部

経
営
情
報
学
部
・
法
政
経
学
部
・
人
間
科
学
部

大
阪
国
際
大
学

大
阪
国
際
大
学

選考種別 出願期間（消印有効） 選考日 合格発表日 入学手続期間（必着）

一

般

留 学 生 （内 部） 月 日（金） 日（月） 月 日（土）

月 日（日） 月 日（月） 日（木）一 般 方 式
月 日（木） 日（金）

月 日（土）・ 日（日）

セ ン タ ー 利 用 期 独自試験なし

一 般 方 式
月 日（木） 日（金）

月 日（土）

月 日（土） 月 日（月） 日（金）セ ン タ ー 利 用 期 独自試験なし

留 学 生 次 月 日（水） 日（水） 月 日（土）

一 般 方 式
月 日（火） 日（火）

月 日（日）・ 日（月）
月 日（土） 月 日（火） 日（金）

セ ン タ ー 利 用 期 独自試験なし

編

入

内 部 編 入 期 月 日（木） 日（金） 月 日（日） 月 日（日） 月 日（月） 日（木）

内 部 編 入 期

月 日（木） 日（金）
月 日（土） 月 日（土） 月 日（月） 日（金）

指 定 校 編 入 期

一 般 編 入 期

社 会 人 編 入 期

留 学 生 編 入 次 月 日（水） 日（水）

国
際
大
短
大
部

選考種別 出願期間 選考日 合格発表日 入学手続期間

推 薦 期 月 日（水） 日（木） 月 日（土） 月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）

一 般 月 日（木） 日（金） 月 日（土）・ 日（日） 月 日（日） 月 日（月） 日（木）

一般入試の上記出願期間については、期間最終日が金曜日の場合は翌週月曜日、それ以外の曜日の場合は翌日に限り守口キャンパス持ち込
みのみ受け付ける。

国
際
大
短
大
部

年
早
ま
っ
た

全
入
時
代

の
脅
威

年
早
ま
っ
た

全
入
時
代

の
脅
威

大学
短大 年度入試展望大学
短大 年度入試展望

様々な体験メニューで在学生や教職員と交流できるオープンキャン
パス。写真は「クイズで理解、法政経！」（ 月 日、枚方）

参
加
者
の
約

割
が
出
願（
指
定
校

推

薦

推
薦期
）

こ
の
た
び
文
部
科
学
省
が
、
試
算

の
結
果
、
大
学
・
短
大
へ
の
志
願
者

と
定
員
が
ほ
ぼ
同
じ
と
な
る
全
入
時

代
が

年
早
ま
り
平
成

年
度
に
到

来
す
る
と
予
測
を
修
正
し
た
と
報
じ

ら
れ
た
。
今
年
度
の
入
試
が
平
成

年
度
に
当
た
る
わ
け
だ
か
ら
、
本
学

の
み
な
ら
ず
私
立
大
学
は
、
そ
の
脅

威
が
早
ま
っ
た
こ
と
に
焦
り
の
色
が

隠
せ
な
い
状
況
で
は
な
か
ろ
う
か
。

高
等
学
校
も
進
学
指
導
で
は
大

学
・
短
大
選
択
を
入
試
倍
率
で
は
な

く
、
生
徒
自
身
の
夢
を
叶
え
る
こ
と

が
で
き
る
大
学
と
、
全
入
時
代
の
先

取
り
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
、
学
問

分
野
、
就
職
や
資
格
取
得
な
ど
中
身

を
重
視
す
る
指
導
に
切
り
替
わ
っ
て

盛
況
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

盛
況
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

大
学
短
大

名
参
加

ゲームなどで体を動かしながら楽しく英会話を
体験（滝井高校オープンキャンパス）

い
る
。
高
等
学
校
で
行
わ
れ
る
進
学

説
明
会
も
、
個
々
の
大
学
説
明
か
ら
、

学
問
体
系
別
の
模
擬
授
業
や
就
職
先

説
明
会
な
ど
に
趣
向
が
変
化
し
て
き

て
お
り
、
加
え
て

・

年
生
対
象

が
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、

大
学
や
短
大
が
一
堂
に
会
し
て
行
わ

れ
る
進
学
説
明
会
に
は
、

・

年

生
も
相
談
に
訪
れ
て
お
り
、
逆
に

月
中
旬
以
降
は

年
生
の
参
加
が
以

前
に
比
べ
て
減
少
し
て
き
た
。
進
学

先
決
定
の
時
期
が
早
期
化
し
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
こ
そ
、
本

学
は
持
ち
味
を
発
揮
で
き
る
と
発
奮

し
て
い
る
。
今
年
度
も
昨
年
同
様
に

両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
計

回
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施
し
た
。

月

に
実
施
し
た

回
目
の
入
場
者
数
は
、

高
等
学
校
の
文
化
祭
や
体
育
祭
と
重

複
し
た
と
考
え
ら
れ
る
為
、
前
年
を

下
回
り
ま
し
た
が
、
そ
の
他
は
昨
年

度
並
み
の
入
場
者
数
を
確
保
い
た
し

ま
し
た
。

歳
人
口
が
減
少
し
た
中

で
は
、
善
戦
し
た
と
評
価
し
て
い
る
。

と
い
う
の
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
参
加
し
た

年
生
の
う
ち
、

早
期
に
実
施
す
る
特
別
推
薦
入
試
や

公
募
推
薦

期
に
出
願
し
た
者
が

％
を
超
え
た
こ
と
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
高
校
進
路
担
当
の

指
導
は
、
大
学
の
中
身
を
問
う
も
の

で
あ
る
。
ま
さ
し
く
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
入
試
倍
率
や
入
学

案
内
な
ど
の
外
見
で
な
く
、
大
学
・

短
大
を
受
験
生
に
さ
ら
け
出
す
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
。
そ
の
イ
ベ
ン
ト
で
受

験
生
は
本
学
を
選
ん
で
く
れ
た
こ
と

に
誇
り
を
持
ち
た
い
。

こ
れ
か
ら
が
入
試
の
本
番
で
あ
る
。

入
試
判
定
成
績
上
位

位
ま
で
の
者

に
、

万
円
の
奨
学
金
給
付
や
大
学

の
み
で
あ
る
が
専
願
有
利
の
入
試
も

継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。
こ
の

全
入
時
代

を
目
前
に
し
て
、
厳

し
い
現
実
を
直
視
し
、
こ
れ
か
ら
も

教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
真
に
魅
力
あ

る
大
学
作
り
に
ま
い
進
す
る
所
存
で

あ
る
。

（
大
学
短
大
入
試
広
報
部
課
長

塚
本

和
宏
）

大
学
・
短
大
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、

月

日
の
守
口
キ
ャ
ン

パ
ス
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト
。
枚
方

は

回
、
守
口
は

回
開
催
さ
れ
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
や
学
科
紹
介
、

ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
、
在
学
生
に
よ

る
相
談
コ
ー
ナ
ー
は
じ
め
、「
大
阪

国
際
大
学
で
何
が
学
べ
る
か
？
」
な

ど
の
説
明
会
に
も
、
多
く
の
高
校
生

ら
が
集
ま
り
、
興
味
の
深
さ
が
感
じ

ら
れ
た
。
守
口
で
は
、
家
政
科
「
お

菓
子
づ
く
り
に
挑
戦
！
」
ス
ポ
ー
ツ

行
動
学
科
「
あ
な
た
の
骨
・
食
事
は

大
丈
夫
？
」、枚
方
で
は
、「

・

選
手
権
に
挑
戦
！
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
ミ
ニ
カ
ー
を
走
ら
せ
よ
う
！
」「
お

茶
の
試
飲
で
分
か
る
経
営
学
！
経
営

戦
略
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぼ

う
！
」「
ク
イ
ズ
で
理
解
、法
政
経
！
」

な
ど
、
様
々
な
模
擬
授
業
、
体
験
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
。
両
キ
ャ
ン
パ
ス
の

総
入
場
者
数
は
、

人
だ
っ

た
。滝

井
高
校
で
は
、

月

日
、

月

日
、
月

日
の
計

回
、オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
た
。「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
」「
英
会
話
で
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」
や
各
コ
ー

ス
授
業
体
験
や
ク
ラ
ブ
体
験
な
ど
、

参
加
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
揃
い
、
訪

れ
た
中
学
生
ら
は
学
校
生
活
の
楽
し

さ
を
味
わ
っ
た
。

月

日
に
は
在

校
生
と
の
個
別
相
談
会
も
行
わ
れ
た
。

日
間
の
中
学
生
参
加
者
は

人
。
ま
た
、
保
護
者
対
象
入
試
説
明

会
で
は
、
国
際
科
に
よ
る
英
語
劇
上

演
な
ど
も
行
わ
れ
、「
学
校
生
活
の

様
子
が
よ
く
わ
か
っ
た
」
な
ど
好
評

を
得
た
。

一
方
、
大
和
田
高
校
の
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
は
、

月

日
、
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
の
演
奏
で
始
ま
り
、「
パ

ソ
コ
ン
で
ハ
ン
カ
チ
作
り
」「
花
火

作
り
」「
漢
字
で
遊
ぼ
う
」「
な
ぜ
な

に
百
科
」
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
学
べ

る
体
験
学
習
や
ク
ラ
ブ
体
験
が
行
わ

れ
た
。
大
阪
府
下
の
中
学

年
生
男

女

人
が
参
加
し
、
職
員
の
手

作
り
ク
ッ
キ
ー
を
お
土
産
に
も
ら
っ

て
終
了
し
た
。

大
和
田
中
学
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
は
、

月

日
に
開
催
。
台
風
の

影
響
に
よ
り
悪
天
候
で
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、

組
が
参
加
。
学
校

紹
介
な
ど
の
後
、
参
加
者
全
員
が
、

英
会
話
や
国
際
交
流
で
の
活
動
を
通

し
て
在
校
生
と
交
流
し
、
さ
ら
に
、

手
作
り
花
火
や
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
、

希
望
す
る
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
体
験

し
た
。

資
格
取
得
者
（
敬
称
略
）

国
際
大
（
枚
方
）

英
検

級

（

月

日
実
施
）

法
政
経

鵜
飼

梓

点
以
上

（

月

日
実
施
学
内
試
験
）

経
情

南

亜
由
美

法
政
経

張

慧

留
学
生
別
科

周

鳳
儀

パ
ソ
コ
ン
検
定

級
（

月

日
実
施
）

経
情

有
助
慎
治

堤
し
の
ぶ

吉

濱
岡
麻
衣

藤
井
麻
奈
未

家
方
未
希

北
川
恵
里

（

月

日
実
施
）

年
金
子
ゆ
り
か

全
商
ワ
ー
プ
ロ
実
務
検
定

級

（

月

日
実
施
）

年

瀬
戸
山

悠

同

級

（

月

日
実
施
）

年

霜
村
わ
か
な

佐
伯
美
樹
恵

阪
口
香
代

長
田
朋
子

八
木
千
尋

年

松
野
愛
生

一
ノ
瀬
理
沙

谷

辻
真
実

英
検

級

（

月

日
実
施
）

年

運
天
香
保
里

大
和
田
高
校

漢
検

級

（

月

日
実
施
）

年

石
本
純
子

年

飯
田
萌
絵

（

月

日
実
施
）

年

三
本
木
早
苗

境

麻
里
奈

中
村

絢

年

田
中
千
晶

山
中

晴
加

同
準

級

（

月

日
実
施
）

年

川
西
祐
子

山
本
侑
枝

馬
本

順
子

小
倉
和
加
奈

境

麻
里
奈

小
山
琴
弓

植
田

舞

村
上
晴
香

渡
辺
里
紗

中
村

絢

年

宮
本

ひ
と
み

山
本
真
衣

藤
本

茜

橋
敏
彦

山
下
真
央

土
井
依
子

小

林
さ
や
か

木
村
直
世

原

尚
子

大
西
沙
奈

前
川
愛
美

政
木

彩

前
田
絵
里
奈

山
中
晴
加

年

林

真
伸

（

月

日
実
施
）

年

山
口
静
佳

山
田
奈
緒
美

牧

野
絵
理

清
水
未
菜

和
田
真
由
美

石
川
絵
美

喜
多
悦
子

中
村

萌

山
下
愛
美

末
永
さ
つ
き

年

加

藤
千
佳

樋
下
美
紗

三
嶋
し
い
な

岳
山

碧

英
検

級

（

月

日
実
施
）

年

川
岸
紗
知

梅
田
祐
紀

矢
田

智
子

中
西

萌

平
野
真
理
子

堀

田
真
由

真
崎
早
矢
香

岩
本
和
也

橋
本
浩
一

吉
田
直
樹

一
瀬

彩

木
村
真
智
子

新
城

葵

中
原
綾
香

西
垣
有
紀

貫
名
由
紀
子

前
村
仁

美

松
原
愛
美

森
川
美
沙

吉
村
友

子

年

小
川
昌
希

山
下

香

大
和
田
中
学

漢
検
準

級

（

月

日
実
施
）

年

石
原
絵
理

白
内
崇
貴

綱
中

正
樹

松
村
有
将

英
検
準

級

（

月

日
実
施
）

年

新

あ
か
り

今
村
奈
菜
子

大
前
幸
子

岡
千
明

沈

玉
均

横
尾

愛

同

藤
原
将
吾

小
森
裕
史

松
木
英

哉

光
富
敬
祐

宮
野
智
暢

村
上
真

也

村
山
恵
介

大
迫
栄
二

大
渡
敦

夫

阪
上
道
生

高
屋
慶
成

植
田
知

美

鷲
尾
貴
士

同

山
下
潤
紀

法
政
経

山
根
恵
梨
香

同

東

哲
也

同

山
本
真
也

国
際
大
（
守
口
）
・
短
大

英
検
準

級

（

月

日
実
施
）

国
コ
ミ

陳

鴻
輝

点
以
上

（

月

日
実
施
）

社
会
コ
ミ

長
井
志
保

（

月

日
実
施
団
体
試
験
）

国
コ
ミ

桐
原
加
奈

梅
本
梨
恵

同

陳

鴻
輝

柳
瀬
真
紀

古
島

明
恵

平
田
諒
子

同

飯
田

綾

山
下
大
輔

稲
本
純
子

青
砥
茉
由

竹
中

崇

人
健

木
棚
佳
菜
子

短
大
国
文

田
中
美
奈

ワ
ー
プ
ロ
検
定

級
（

月

日
実
施
）

短
大
国
文

石
野
史
子

（

月

日
実
施
）

心
コ
ミ

清
水
明
日
香

同

田

井
中
久
史

津
熊
さ
お
り

国
コ
ミ

石
束
麻
伊
子

人
健

山
田

伸

短
大
家
政

強
力
友
里

西
山
春

奈

若
杉
さ
ゆ
り

短
大
国
文

阿

南
栄
美

同

山
下

歩

沢
田
恵

美

竹
邑
佳
純

秘
書
検
定

級
（

月

日
実
施
）

国
コ
ミ

矢
垰
真
季

心
コ
ミ

小
池
彩
恵

鈴
木
紀
子

同

山
下

理
子

短
大
家
政

岡
本
明
子

河
野
良
枝

同

楠
瀬
有
里

伴
田

真
弓

短
大
国
文

田
村
恵
美
子

東
部
七
瀬

同

牧
野
夏
季

加
藤

恵
理

児
玉
有
美
子

田
中
優
奈

滝
井
高
校

漢
検

級

（

月

日
実
施
）

年
中

智
恵

同
準

級

（

月

日
実
施
）

年

石
田
亜
寿
香

小
泉
真
祐
子

田
中
位
昌

橋
本
綾
乃

宮
本
直
美

霜
村
わ
か
な

中
村
優
生

宮
本
夕
貴

乃

山
本
雄
子

長
村
紗
那
香

田
中

麻
貴

辻

香
織

千
岸
田
一
野

福

崎
し
お
り

文
岡
真
梨
奈

伊
藤
紘
未

桑
原
恵
梨
那

瀬
戸
山

悠

中
村

美
也
子

中
本
久
子

長
田
朋
子

野

口
瑞
穂

原
田
和
実

三
宅
智
子

大

塚
未
来

河
西
紗
恵
子

小
暮
樹
里

福
田
麻
衣

保
田
麻
里

田
中
祥
子
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大阪国際学園
CALENDAR

大阪国際大学
（枚方キャンパス）

後期中断
平成 年

後期再開
授業日（後期終講）
補講
後期試験
集中講義
追・再試験
卒業証書・学位記授与式

大阪国際大学
大阪国際女子大学

大阪国際大学短期大学部
（守口キャンパス）

後期中断
平成 年

後期再開
授業日（後期終講）
補講
補講調整日
後期試験
集中講義
追・再試験
卒業証書・学位記授与式
卒業証書授与式

大阪国際滝井高等学校
保護者会
授業終了日

平成 年
授業再開日、学年かるた会
学年末考査 （ 年）
授業修了（ 年）
マラソン大会
卒業式予行、表彰状授与式
卒業証書授与式
学年末考査
進路保護者（ 年）
終業式

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

海外研修説明会（中学）
イングリッシュフェスティバル
（中学）
終業式
スケート講習会（中学）

平成 年
始業式
スキー学習 （中学）（ 、 年）
合同集会（高校）
カルタ会（高校）
カルタ会（中学）
授業終了（高校）（ 年）
学年末考査 （中学）（ 年）
卒業式予行（高校）
卒業式（高校）
学年末考査 （中学）
学年末考査 （高校）
卒業式予行、送る会（中学）
卒業式（中学）
海外研修 （中学）
終業式

大阪国際大和田幼稚園
お楽しみ会
終業式

平成 年
始業式
豆まき
生活発表会
平成 年 日入園
個人懇談会
年長お別れ会
保育修了証書授与式
終業式

毎月第 、 木曜日 園庭開放 創作活動

大阪国際学園
CALENDAR

大阪国際大学
（枚方キャンパス）

大阪国際大学
大阪国際女子大学

大阪国際大学短期大学部
（守口キャンパス）

大阪国際滝井高等学校

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

大阪国際大和田幼稚園

めざすは整形外科医
リハビリテーション科勤務の日々

今年の 月まで枚方の星ケ丘厚生年金病院に勤務し、 月から堺の大阪労災病院

でリハビリテーション医として働いています。前の病院で主に整形外科医として働

いていたので、手術に追われる日々でした。今は手術がほとんどなくなり、代わり

に外来患者の対応の毎日です。リハビリテーション科は、種々の疾患で障害を持っ

た方が、医学的治療後の社会復帰を目指し支援する科です。スタッフは医師、理学

療法士、作業療法士、言語療法士、看護師、ケースワーカー、ソーシャルワーカー、

義肢装具士等がいます。これらのスタッフが集まり情報交換をして方針を決めてい

きます。診療以外は学会発表や研究会発表があり、準備は大変ですが、いろいろな

場所で様々な話を聞けるのが楽しみでもあります。今は整形外科の専門医を目標に

していますが、まださらにその中の専門を決めなければならず、また勉強と進路に

悩まされています。この先 、 年ごとに転勤が続くのでどこかでまた皆さんにお

会いするかもしれませんが、そのときは遠慮なく声をかけてください。

大
阪
国
際
大
和
田
高
校

年
卒

奈
良
県
立
医
科
大
学
医
学
部
卒

大
阪
労
災
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

竹
安

酉
佳
倫

本場で学ぶロシア演劇

今、私は大阪外国語大学でロシア演劇の研究をしています。

年の 月からロシア教育省の招待留学生として、 年間モスクワのプーシュ

キン大学に留学していました。ロシア語力の強化に励みつつ、研究のためモスクワ

で最古のドラマ劇場である国立アカデミーマールイ劇場に通いました。

この劇場の芸術監督であるユーリー・ソローミン氏は自身がオスカーを持つ名俳

優であり、エリツィン時代には文化大臣も務めていました。私は彼が演出をする

チェーホフの稽古に参加させてもらい、戯曲解釈から演技論に至るまで貴重なアド

バイスを頂きました。

ある演出家の方は、ロシア人は今政治・経済的にも文化的にも一体どんな国に生

きているのか分からない状態にあるので、劇作家たちの高い思想を自分たち演劇人

が提供しないといけないと言っておられ、日本にも通じるアイデンティティーの不

在という大きな問題に立ち向かう演劇の役割と高尚な目的意識にとても感銘を受け

ました。

私はこれからロシアの演劇教育システムに本格的に取り組み、できればそれを率

先して日本に取り入れていきたいと思っています。

大
阪
国
際
滝
井
高
校
第

期
生

年
卒

大
阪
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部

地
域
文
化
学
科
ロ
シ
ア
語
専
攻

回
生

竹
本

結
香

OB・OGレポートOB・OGレポート

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
積
極
活
用
し
よ
う

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
積
極
活
用
し
よ
う
大
学
短
大

大
学
短
大

追加求人が増加
皆を企業が待っている

今
年
度
は
、
企
業
業
績
の
復
調
を

受
け
て
、
内
定
状
況
も
昨
年
度
に
比

べ
若
干
高
め
に
推
移
し
て
い
る
。

ま
た
、
倫
理
憲
章
共
同
宣
言
の
影

響
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

月

以
降
に
面
接
が
集
中
し
結
果
的
に
採

用
予
定
数
を
充
足
で
き
な
か
っ
た
企

業
が
出
た
こ
と
、
中
堅
企
業
で
も
内

定
辞
退
者
が
予
想
外
に
出
た
こ
と
も

あ
り
、
追
加
求
人
が
例
年
よ
り
も
多

い
こ
と
が
今
年
度
の
特
徴
で
あ
ろ
う

と
思
う
。

本
学
の
学
生
の
動
き
を
み
る
と
進

路
・
就
職
に
関
し
て
真
摯
に
取
り
組

む
学
生
が
い
る
一
方
で
、
将
来
の
展

望
を
見
出
せ
ず
、
結
果
的
に
無
為
に

日
々
を
過
ご
す
学
生
の
二
極
化
が
顕

著
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

人
は
な
か
な
か
「
や
り
た
い
こ
と
」

を
見
つ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

な
ら
ば
、
と
に
か
く
「
働
い
て
み
る

こ
と
」
が
大
切
だ
と
思
う
。
就
職
は

「
ゴ
ー
ル
」
で
は
な
く
「
ス
タ
ー
ト
」

だ
。
み
な
さ
ん
を
必
要
と
す
る
企
業

は
た
く
さ
ん
あ
る
。「
働
い
て
み
て
」

初
め
て
見
え
て
く
る
こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
る
。
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ

と
は
な
い
。
積
極
的
に
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー（
枚
方
）

課
長

中
山

貴
嗣

個
人
面
談
、
内
定
率
共
に
ア
ッ
プ

年
度
の

就
職
中
間
報
告

求
人
件
数
も
増
え
る

平
成

年
度
も
下
半
期
と
な
り
、

就
職
活
動
も
終
盤
戦
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
景
気
は
若
干
で
は
あ
る

が
、
上
向
き
と
な
り
本
学
に
お
い
て

も
求
人
件
数
は
増
加
し
て
お
り
企
業

の
採
用
意
欲
は
高
ま
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
厳
選
採
用
の
条

件
は
変
ら
ず
、
内
定
を
得
ら
れ
る
学

生
の
就
職
活
動
は
長
期
化
し
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
針
と
し

て
、「
全
体
指
導
」
に
加
え
て
数
年

前
よ
り
「
個
人
面
談
」
を
強
化
し
、

や
り
た
い
仕
事
や
自
分
自
身
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
仕
方
な
ど
個
々
に
あ
っ
た

指
導
を
行
っ
て
き
た
。

そ
の
結
果

月
末
時
点
で
の
面
談

率
は
大
学
で
は

％
短
大
で
は

％
と
な
り
内
定
率
も
昨
年
度

（

月
末
現
在
）
と
比
較
し
て
大
学

内
定
者
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
キ
ッ

ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
で
応
援

％
短
大

％
上
昇
し
た
。

今
年
度
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
対
す
る

教
学
の
取
り
組
み
と
し
て
大
学
で
は

キ
ャ
リ
ア
講
座
が
開
設
さ
れ
、
短
大

も
「
社
会
生
活
の
基
礎
」
が

年
目

を
迎
え
た
。

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は

学
内
の
雰
囲
気
作
り
や
就
職
活
動
の

き
っ
か
け
づ
く
り
の
た
め
の
キ
ッ
ク

オ
フ
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
短
大
に

お
い
て
も
来
年

月
に
同
様
に
開
催

予
定
で
あ
り
全
学
で
学
生
の
就
職
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
が
で
き
上

が
っ
た
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
（
守
口
）

係
長

吉
川

浩
美

イ
ン
タ
ー
ン

イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ

シ
ッ
プ

参
加
体
験
記

参
加
体
験
記

大
学
・
短
大
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
は
、
今
年
度
は

社
に
学
生
計

人
（
枚
方

人
、
守
口

人
）
が

参
加
し
た
。
京
都
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

の
難
関
枠
を
突
破
し
た
学
生
も
含
め
、

多
く
の
学
生
が
大
学
を
飛
び
出
し
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
。
貴
重
な
体
験
を
今
後

の
就
職
活
動
に
活
か
し
て
ほ
し
い
。

当
た
り
前
の
事
の
大
切
さ
学
ぶ

ケ
イ
ネ
ッ
ト
楽
天
市
場
店

国
際
大
経
営
情
報
学
部

年
次
生

西
山

圭
子

私
は
、
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
で
、
昔
か
ら
興
味
が
あ
っ
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
（
楽

天
市
場

）
に
た
ず
さ
わ

る
事
が
出
来
、
と

て
も
貴
重
な
体
験

が
出
来
た
と
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
技
術

面
や
学
問
的
に
学
ん
だ
事
も
沢
山
あ

り
ま
し
た
が
、
何
と
い
っ
て
も
、
精

神
的
な
部
分
の
成
長
が
出
来
た
と
思

い
ま
す
。
社
会
に
出
て
か
ら
の
意
識

の
も
ち
か
た
や
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
自
分
な
り
に
高
め
て
い
く
事
の
大

事
さ
、
そ
し
て
い
つ
も
向
上
心
を
持

と
う
と
い
う
心
が
ま
え
、
な
ど
ご
く

あ
た
り
ま
え
の
事
だ
け
れ
ど
、
そ
れ

ら
は
実
際
に
体
験
し
て
は
じ
め
て
分

大学・短大

か
る
も
の
で
し
た
。
よ
く
言
わ
れ
る

の
重
要
さ
も
、
身
を

も
っ
て
知
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
そ

れ
ら
を
知
っ
た
事
だ
け
で
も
い
い
経

験
を
さ
せ
て
頂
い
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
経
験
は
就
職
活
動
や

こ
れ
か
ら
の
私
の
人
生
の
中
で
活
か

し
て
い
け
る
気
が
し
ま
す
。
こ
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
た
自
分
に
自
信
を
持
ち
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
今
の
う
ち
に
チ
ャ
ン

ス
が
あ
る
限
り
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験

を
つ
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

実
社
会
の
厳
し
さ
肌
身
で
痛
感

企
画

国
際
大
心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

年
次
生

齋
藤

美
香

私
が
研
修
で
行
っ
た
「

企

画
」
で
は
番
組
の
収
録
に
参
加
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
番
組
を
制
作
す

る
に
あ
た
っ
て
一
番
大
切
な
の
は
、

ス
タ
ッ
フ
や
出
演

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
私

た
ち
学
生
は
、
話

し
合
い
の
時
で
も
、
意
見
を
求
め
ら

れ
て
も
あ
ま
り
答
え
な
い
人
が
多
い

け
れ
ど
、
社
会
で
は
そ
の
よ
う
な
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
の
だ
と
知
り
ま
し

た
。
番
組
を
制
作
す
る
の
は
、
個
人

の
力
も
大
切
で
す
が
、
な
に
よ
り
も

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
重
要
な
も
の
で
、

チ
ー
ム
一
つ
と
な
っ
て
制
作
さ
れ
る

の
だ
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
業
界
な
ど
は
、
一
見
、
華

や
か
で
楽
し
い
と
い
う
見
ら
れ
方
を

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
体
験
か

ら
、
そ
の
裏
で
は
生
活
面
や
健
康
面

で
厳
し
く
律
し
て
い
る
部
分
が
あ
る

と
実
感
し
ま
し
た
。
学
生
生
活
と
、

社
会
人
と
な
っ
て
働
く
生
活
の
違
い

が
わ
か
り
、
今
の
私
た
ち
学
生
は
ど

れ
ほ
ど
温
か
い
環
境
で
生
活
し
て
い

る
か
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
社

会
に
出
る
前
に
、
学
生
の
う
ち
に
出

来
る
こ
と
を
遊
び
な
ど
か
ら
通
し
て

学
ぶ
と
い
い
と
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
い
ま
し
た
。
今
の
時
間
を
有
効
に

使
い
、
後
悔
し
な
い
よ
う
に
沢
山
の

経
験
と
知
識
を
身
に
付
け
よ
う
と
思

い
ま
す
。
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